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小西郁𠮷𠮷様「旭日双光章」受章

おめでとうございます

令和 8 年春の叙勲で、当協会相談役 小西郁𠮷𠮷氏（70）が、顕著な功績を挙げた人に贈られる、栄えあ

る「旭日双光章」を受章されました。謹んでお慶び申し上げます。

小西郁𠮷𠮷氏は、設計業務に精励するかたわら、建築設計技術者として、また関係団体の役員として、ゆ

るぎない信念と熱意をもって何事に対しても献身的に取り組み建築設計業界の発展に寄与してこられまし

た。

平成 4年 5月に当協会の理事に就任されて以来、平成 26年 5月に同会長に就任され、長期にわたり

当協会の発展のためにご尽力いただきました。特に平成 19 年の当協会の法人設立 30 周年記念事業で

は実行委員長として、平成 29 年の 40 周年記念事業では会長として陣頭指揮を執り、事業を成功に導か

れました。

会長時代には、平成 27 年に施行された空き家対策特別措置法に伴い、空き家活用の促進において、

平成 29 年に広島県と協定を締結し、空家等対策計画の推進に貢献されました。また、大規模な地震に備

えるため、広域緊急輸送道路沿道の建築物の耐震化を促進する協定を平成 29 年に広島県と締結し、建

築物の所有者への戸別訪問などによる普及啓発活動に協力されました。

特に会長時の災害対応として、平成 26 年 8 月 20 日広島市土砂災害では、被災住宅及び建築物の復

旧に関する建築相談窓口や現地調査などに協力されました。平成 28 年の熊本地震の際は、広島県や他

団体と協力し、激甚な被害を受けた住宅建築物の被災建築物応急危険度判定業務の支援等の陣頭指揮

を執るなど、多大な功績を残し国土交通大臣から感謝状もいただきました。

これらの活動を通じて、氏は災害対応や建築環境と地域社会の課題解決への貢献が認められました。

また、広島県建築士会理事をはじめ、尾道商工会議所の議員などを歴任され、公的な業務についても

活躍されてこられました。

今後とも豊富な経験をもとに、建築設計業界をはじめ各界の発展のため、より一層ご活躍されることを

祈念いたします。

          小西郁𠮷𠮷様と奥様                  勲章伝達式の様子

  令和 8年 7月吉日

                         （一社）広島県建築士事務所協会

                                       会 長  倉 田 洋 二
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第 1２回ひろしま建築文化賞決定

ເ集䝏ラシ

【第 12回ひろしま建築文化賞審査委員】

ጤဨ㛗 ᰩ㷂 ┿୍㑻 広島工ᴗ大Ꮫ工Ꮫ部建築工Ꮫ⛉ᩍᤵ

ጤ ဨ ᒾᇛ ᮒ美 Ᏻ田ዪᏊ大Ꮫ理工Ꮫ部建築Ꮫ⛉෸ᩍᤵ

ጤ ဨ ⸨ᓮ ⥤ 広島┴❧美⾡㤋Ꮫⱁㄢ主௵Ꮫⱁဨ

ጤ ဨ 桑島 美帆 ㈱中ᅜ᪂⪺♫⦅集ᒁ䜽䝻䝇䝯デ䜱䜰䝉ン䝍ーᩥ化ᢸᙜ

ጤ ဨ 豊田 㝯㞝 （୍♫）広島┴建築ኈ事務所༠఍఍㛗

【第 12回ひろしま建築文化賞受賞作品】

賞 ྡ 作 ရ ྡ 受賞建築ኈ事務所ྡ

大 賞 広島㥐༡ཱྀ䝡䝹
㈱大ᯘ⤌広島ᨭᗑ୍⣭建築ኈ事務所

㈱ᮾ⏿建築事務所広島ᨭ所

ඃ⚽賞 呉ಙ用㔠ᗜ広島すᨭᗑ 䡇䡑䡂䡑

ඃ⚽賞 あわいが㐃なる家 ㈱羽田建築設計事務所

入 㑅 さかみ䛱 䡇䡑䡂䡑

ᮏ⾲ᙲは、୍⯡♫ᅋἲ人広島┴建築ኈ事務所༠

఍がᖹᡂ 9年からᐇ施し、௒ᅇで 12ᅇ┠を㏄えまし

た。

ඃれた建築物を設計した広島┴ෆの建築ኈ事務

所を⾲ᙲすることで、広島┴ෆの㨩ຊある建築とま䛱

づくりに㈉⊩しています。

௒ᅇのᛂເ作ရ数は、୍⯡建築➼作ရ部㛛14作

ရ、住宅作ရ部㛛 2 作ရ、建築෌⏕部㛛 8 作ရの

ྜ計 24作ရでした。

現地ᑂᰝは 3᭶ 2日に行いました。その⤖ᯝを㋃

まえて 3᭶ 30日の➨ 2ᅇᑂᰝ఍においてྛ賞をỴ

ᐃしましたので、௨ୗに䛤⤂௓します。

ౡ�ù÷ùý�þ޿""" 3



ʮ୊ 12յͽΘ͢Ήݒ஛ชԿ賞ण賞ࡠ඾ʯ
【୉賞】 （஛部門ݒҲൢ）ϑϩ޳Ӽೈౣ߁

[施設概要]

■建 設 地 : 広島市༡༊

■用    途 : 㥐、ⓒ㈌ᗑ、䝩䝔䝹、ᫎ⏬㤋、㥔㌴ሙ

■構造規模 : 㕲㦵造(୍部䠯䠮䠟造、䠮䠟造、䠟䠢䠰)

地ୗ 1階、地上 20階

■延床面積 : 113,688.47㎡

■建 築 主 : す日ᮏ᪑ᐈ㕲㐨㈱、中ᅜ SC㛤Ⓨ㈱、

㈱ジ䜵イ䜰ー䝹す日ᮏ䝩䝔䝹㛤Ⓨ、JRす

日ᮏ୙ື⏘㛤Ⓨ㈱

■設 計 者

（受賞者）

: 基ᮏ設計:㈱ᮾ⏿建築事務所広島ᨭ所

ᐇ施設計䞉工事┘理䠖㈱大ᯘ⤌広島ᨭᗑ

୍⣭建築ኈ事務所

■施 工 者 : 広島㥐༡ཱྀ䝡䝹᪂築௚工事≉ᐃ建設工

事ඹྠ௻ᴗయ(㈱大ᯘ⤌、広ᡂ建設㈱)

䠷推薦理由䠹

広島㥐༡ཱྀ䝡䝹は、㒔市の⤖⠇Ⅼである広島㥐༡ཱྀにおいて、㏻㐣のሙを⁫在のሙ䜈と㌿᥮したⅬがホ

౯された。ᚑ᮶の㥐๓にồ䜑られてきたᶵ⬟ⓗຠ⋡を㉸え、人の時間や㌟య感ぬにᐤりῧいながら、㒔市と

建築の㛵ಀᛶを෌構ᡂしている。大規模㛤Ⓨでありながら、Ṍ行者䝇䜿ー䝹においては居ሙ所やど⥺のᢤ

けが㝶所に設けられ、空間にከᒙⓗなዟ行きを୚えている。また䝣䜯䝃ー䝗も街との㐃⥆ᛶを⏕みฟし、広島

というᅵ地のᩥ⬦を⫼景に、日ᖖに᰿ᕪした建築としてᡂ❧している。さらに、広㟁の஌り入れをྵ䜐ື⥺計

⏬は฼用者㈇Ⲵの㍍ῶにᐤ୚し、㒔市イン䝣ラと建築を⤫ྜした᪂たな㥐๓建築のᣦᶆを♧す作ရである。

（ᒾᇛᮒ美）

Π΢ϓΧφʙґ౽ঞ
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【優秀賞】 （஛部門ݒҲൢ）వࢩ੤ౣ߁ށۜ༼৶ޘ

[施設概要]

■建 設 地 : 広島市బ఑༊஬日市中ኸ

■用    途 : 㖟行（事務所）

■構造規模 : 㕲㦵造 地上 2階建て

■延床面積 : 459.73㎡

■建 築 主 : 呉ಙ用㔠ᗜ

■設 計 者

（受賞者）
: 䡇䡑䡂䡑

■施 工 者 : 大அ木建設㈱

【推薦理由】

呉市にᮏᗑを構える地ᇦ㔠⼥ᶵ㛵である呉ಙ用㔠ᗜが、㞄᥋する広島市ෆに 14 年䜆りとなる᪂ᗑ⯒をฟᗑさ

れたものである。ᩜ地は஬日市の䝁イン㏻りၟᗑ街の自ື㌴஺㏻㔞がከい㐨㊰に面し、⣙ 2m のṌ㐨を備えたዟ

行きのあるᖹ行ᅄ㎶ᙧのᙧ≧をしている。

࿘㎶は㣧㣗施設が❧䛱並䜃、㏻ᏛするᏊ䛹もやᏛ⏕、㧗㱋者な䛹ከᵝな人々が行き஺う、人㏻りのከい䜶䝸䜰で

ある。୍᪉で、୍ᮏ⿬手に入ると㛩静な住宅地が広が䛳ている。

ᮏ建物は、ᚑ᮶の㔠⼥ᶵ㛵にぢられるሀいイ䝯ージを和らげ、地ᇦに溶け込みながら人々に受け入れやすい༳

㇟を୚えている。のれ䜣をく䛠る入ཱྀや䜺ラ䝇越しに㛤かれた䝻䝡ー、ෆ外が୍యとな䛳た䝧ン䝏の設⨨な䛹、空間

ⓗな工ኵが㝶所にぢられる。さらに、ኪ間には䝻䝡ーෆのシ䝱䝑䝍ーを㛢じながらも、外部䜈ᰂらかな光を放つこと

で、㛤放感のある空間を₇ฟしている。

また、಴ᶫ⏘の㆟㝔▼や➉⣲ᮦを用いるな䛹、地ᇦ䜈の愛╔が感じられる⣲ᮦ㑅ᐃもホ౯できる。ຍえて、設計

者の意ᅗが施主ഃにも༑ศにඹ᭷されており、のれ䜣の㐠用や䝻䝡ー空間の積ᴟⓗなά用がᐇ㊶されているⅬも

≉➹す䜉きである。

これらの取り⤌みにより、ᮏ建物は地ᇦにᐤりῧい、住Ẹとのつながりを⫱䜐存在として、ከくの人々にぶしまれ

ることがᮇᚅされる。௒ᚋの㔠⼥ᶵ㛵のあり᪉を♧す୍౛としても、㠀ᖖに意⩏深い建築であるとホ౯できる。

                                                         （豊田㝯㞝）

©Koji Fujii / TOREAL
/  
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【優秀賞】 あわいが連なる家（住宅部門）

[施設概要]

■建 設 地 : 呉市吉浦中町

■用    途 : 住宅

■構造規模 : 木造 地上 2階建て

■延床面積 : 121.10㎡

■建 築 主 : 個人

■設 計 者

（受賞者）

: ㈱羽田建築設計事務所

■施 工 者 : ㈱Sunsハウジング

【推薦理由】

人と人、物と物の「間」や移ろう時間を意味する大和言葉「あわい」。その繊細な概念を具現化したような佇

まいと住居空間を兼ね備える。傾斜地の住宅密集地でありながら、黒とグレーを基調とした外観デザインは、

吉浦の景観に溶け込みながらも静謐な存在感を放つ。窓越しには、街並みや緑豊かな山々が広がり、絶妙

な「ズレ」を取り入れた設計でプライバシーを確保しながら、至る所に温かい日の光を導き入れている。自然と

調和し、心地良い空間を作りあげた設計からは、作り手の深い洞察と配慮が細部まで行き届いていると感じ

た。竣工から数年を経てもなお、丁寧な暮らしが息づく空間は、この家が住まい手から愛され、大切にされて

いる証だろう。

（桑島美帆）

野村 和慎

ౡ�ù÷ùý�þ6޿"""



ʴ೘મʵ ͖͠Ίͬʤे୒෨໵ʥ
                              [施設ᴫせ]

䕔建 設 地 : ᑿ㐨市ྥᮾ⏫

䕔用    途 : 住宅

䕔構㐀規模 : ᮌ㐀地ୖ䠍㝵建て

䕔ᘏᗋ面✚ : 68.33䟝

䕔建 築 ୺ : 個人

䕔設 計 ⪅

䠄ཷ賞⪅䠅
: 䡇䡑䡂䡑

䕔施 ᕤ ⪅ : 大࿴建設䞞

䛆現地審査䞉審査会䛇

䛆᥎⸀⌮⏤䛇

さか䜏ちは、住宅でありながら「建築䠙地面の᧯作」として成立している点において、㠀ᖖに᫂ᛌでᙉ度の㧗いᥦ

᱌である。እ部から㐃⥆する⦆やかなᒇ᰿は、建築をⓏるものとして経㦂さ䛫る。この᧯作により、建築は単なる内部

✵間ではなく、㌟体的な㐠ືをకう地ᙧ的Ꮡ在䜈と㌿᥮される。スロープ状のᒇ᰿がそのまま䝷䞁䝗ス䜿ープ䜈と⁐

け㎸䜐ᵝᏊは、建築とእ構のቃ⏺を᭕᫕化し、ᩜ地全体をひとつの⎔ቃとして⤫ྜしている。

大㛤ཱྀによってᗞと㐃⥆したᐊ内✵間は、᫂確な用途ศ⠇をᣢたない௦わりに、人の㞟まり᪉や㊥㞳感によって

✵間が⦅成される。㧗㱋ኵ፬の㟼かな生άから多人数の㞟まりまでをཷけṆめるᰂ㌾ᛶをもつ。

本作は、住䜐ための⟽ではなく、関ಀやฟ᮶஦をཷけṆめる地ᙧとして住宅を再定⩏した点において評価に値

する。建築のス䜿ールを㉸えて、㢼ᬒと㌟体の関ಀを問い┤す、現௦的かつ力ᙉい住宅である。

                                                                                            (ᒾᇛᮒ⨾) 

©Koji Fujii / TOREAL
/  
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《第 12回ひろしま建築文化賞 総評》

ひろしま建築文化賞は、今回で 12 回目を迎え、本年度は 24 作品の応募があった。内訳は、住宅部門 2

作品、建築再生部門 8 作品、その他建築部門 14 作品であり、規模や用途、立地条件も多岐にわたる構成と

なった。審査は、まずパネルによる一次審査を行い 5 作品選定した後、現地審査を経て最終審査を実施した。

個々の作品についての詳細な評価は、それぞれの選評に委ねたいが、全体として丁寧につくられた力作

が多く、審査においては単純な優劣を競うというよりも、設計に対する姿勢や価値観の違いが浮き彫りになる

場面が多かった。どちらが優れているかという議論ではなく、どのような建築的アプローチが現在の社会や状

況を的確に捉えているかが問われていたように思う。

新築か再生か、都市部か中山間地域か、さらには規模や建設コストといった条件も大きく異なり、これらを

同じ土俵で評価することの難しさをあらためて実感した。とりわけ個人的には、建築再生部門から今回表彰作

が選ばれなかったことを残念に感じている。

数ある建築賞の中でも、本賞は、建築を単なる「もの」としてではなく、そこから生まれる「こと」や社会との関

わりを含めて評価しようとする点に特徴がある。審査員の顔ぶれから見ても、その姿勢は一貫しており、今後も

広島の建築文化を多角的に捉える賞として発展していくことを期待したい。

      

                  

審査委員長 栗﨑真一郎

ౡ�ù÷ùý�þ8޿"""



《第 12回ひろしま建築文化賞 総評》

ひろしま建築文化賞は、今回で 12 回目を迎え、本年度は 24 作品の応募があった。内訳は、住宅部門 2

作品、建築再生部門 8 作品、その他建築部門 14 作品であり、規模や用途、立地条件も多岐にわたる構成と

なった。審査は、まずパネルによる一次審査を行い 5 作品選定した後、現地審査を経て最終審査を実施した。

個々の作品についての詳細な評価は、それぞれの選評に委ねたいが、全体として丁寧につくられた力作

が多く、審査においては単純な優劣を競うというよりも、設計に対する姿勢や価値観の違いが浮き彫りになる

場面が多かった。どちらが優れているかという議論ではなく、どのような建築的アプローチが現在の社会や状

況を的確に捉えているかが問われていたように思う。

新築か再生か、都市部か中山間地域か、さらには規模や建設コストといった条件も大きく異なり、これらを

同じ土俵で評価することの難しさをあらためて実感した。とりわけ個人的には、建築再生部門から今回表彰作

が選ばれなかったことを残念に感じている。

数ある建築賞の中でも、本賞は、建築を単なる「もの」としてではなく、そこから生まれる「こと」や社会との関

わりを含めて評価しようとする点に特徴がある。審査員の顔ぶれから見ても、その姿勢は一貫しており、今後も

広島の建築文化を多角的に捉える賞として発展していくことを期待したい。

      

                  

審査委員長 栗﨑真一郎

地震の時、自動で電気を遮断できる
感震ブレーカーをつけましょう

お知らせ

※1　　地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に優先的に取り組むべきとして地方自治体が指定した地域のことです。（詳細については、大規模地震時の電気火災
抑制策の検討について（報告）（平成３０年３月）を参照してください。）

※2 都市計画法に基づく「防火地域・準防火地域」の木造及び鉄骨造の住宅等（共に耐火建築物を除く。）です。
※3 「内線規程」とは、電気需要場所における電気設備の保安を確保することを目的として作成された民間規格です。設計､施工についての技術的な事項をすべて包含し、 

これをわかりやすく記述したもので、（一社）日本電気協会需要設備専門部会において作成されました。

東日本大震災
における火災
の発生原因

ご存じですか？
地震による火災の過半数は
電気が原因という事実。

東 日 本 大 震 災 に お け る 本 震 に よ る 火 災 全
111件のうち、原因が特定されたものが108
件。そのうち過半数が電気関係の出火でした。
地震が引き起こす電気火災とは、地震の揺れ
に伴う電気機器からの出火や、停電が復旧し
たときに発生する火災のことです。

主な感震ブレーカーの種類

分電盤タイプ（内蔵型） 分電盤タイプ（後付型） 簡易タイプコンセントタイプ

感震ブレーカーは、延焼危険性や避難困難度が特に高い「地震時等の電気火災の発生・

延焼等の危険解消に取り組むべき地域（※1）」及び「防火地域・準防火地域（※2）」
において、緊急的・重点的な普及促進が必要とされています。
内線規程（※3）において、感震ブレーカー（分電盤タイプ）の「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地

域」の全ての住宅等及び「防火地域・準防火地域」の住宅等への設置が勧告的事項となり、それ以外の住宅等への設置が推奨的事項
となりました。

白
熱

灯
の

落

下により出火

電

気コードの断線等によ
り

出
火

電気関係
その他

※日本火災学会誌「2011年東日本大震災　火災等調査報告書」より作成

「感震ブレーカー」は、地震発生時に設定値以上の揺れを感知したときに、ブレーカーやコン
セントなどの電気を自動的に止める器具です。感震ブレーカーの設置は、不在時やブレー
カーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。

電気火災対策には、感震ブレーカーが効果的です。

２０１９年４月版
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分
電
盤
タ
イ
プ

（
内
蔵
型
）

分
電
盤
タ
イ
プ

（
後
付
型
）

コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

簡
易
タ
イ
プ

機 器 概 要

分
電
盤
に
内
蔵
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

が
揺
れ
を
感
知
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
て
電
気
を
遮
断
。

分
電
盤
に
感
震
機
能
を
外
付

け
す
る
タ
イ
プ
で
、
漏
電
ブ

レ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
に
設
置
可
能
。

コ
ン
セ
ン
ト
に
内
蔵
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
が
揺
れ
を
感
知

し
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
気
を
遮
断
。

ば
ね
の
作
動
や
重
り
の
落
下
に
よ
り
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
し
て
、
電
気
を
遮
断
。

価 格
約

５
万
円
～
８
万
円

（
標
準
的
な
も
の
）

約
２
万
円

約
5,

00
0円

～
2万

円
3,

00
0円

～
4,

00
0円

程
度

特 徴

●
感
震
性
能
が
高
く
、
専
門
工
事
業
者
に
よ
る
設
置
の
た
め
、
作
動
の

信
頼
性
が
高
い
。

●
設
置
方
法
に
よ
る
作
動
の
信
頼
性
の
ば
ら
つ
き

が
小
さ
い
。

●
ユ
ー
ザ
ー
自
ら
取
付
け
る
た
め
、
設
置
方
法
に
伴
う

作
動
の
信
頼
性
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

●
感
震
後
、
通
電
の
遮
断
ま
で
に
一
定
の
待
機
時
間
（
３
分
程
度
）
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
は
照
明
が
確
保
さ
れ
る
。

※
待
機
時
間
は
変
更
可
能
。

●
待
機
時
間
後
に
は
、
建
物
全
体
に
わ
た
り
通
電
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
在
宅
用
医
療
機
器
等
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
停
電
に
対
処

で
き
る
よ
う
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
。

●
作
動
時
に
お
い
て
も
未
設
置
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
通

電
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
電
の
遮
断
に
伴
う

避
難
等
の
支
障
は
小
さ
い
。

※
コ
ン
セ
ン
ト
以
外
の
配
線
、
コ
ン
セ
ン
ト
ま
で
の
屋

内
配
線
及
び
未
設
置
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
発
生
す
る
火

災
は
予
防
で
き
な
い
。

●
作
動
す
る
と
通
電
が
一
斉
に
遮
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

別
途
、
避
難
用
の
照
明
等
の
確
保
が
必
要
。

●
在
宅
用
医
療
用
機
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
停
電

に
対
処
で
き
る
よ
う
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
備
え
る
こ
と

が
必
要
。

●
電
気
工
事
が
必
要
。

●
電
気
工
事
が
不
要
な
タ
イ
プ
（
コ
ン
セ
ン
ト
差
込

型
）
と
必
要
な
タ
イ
プ
（
コ
ン
セ
ン
ト
埋
込
型
）
の

両
者
が
あ
る
。

●
電
気
工
事
不
要
。

●
電
気
製
品
の
種
別
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
等
に
応
じ

た
効
果
的
な
設
置
、
継
続
的
な
対
応
が
必
要
。

●
既
設
分
電
盤
の
形
状
に
よ
っ
て
は
、
取
付
け
困
難
な

場
合
が
あ
る
。

注 意 点

●
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
震
発
生
後
に
自
宅
か
ら
避
難
す
る
際
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

●
復
電
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
ガ
ス
漏
れ
等
が
な
い
こ
と
の
確
認
や
、
電
気
製
品
の
安
全
の
確
認
が
必
要
で
す
。

●
夜
間
等
に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
が
作
動
し
た
場
合
、
避
難
時
の
照
明
が
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般
的
な
防
災
対
策
と
し
て
も
、
停
電
時
に
作
動
す
る
足
元
灯
や

懐
中
電
灯
な
ど
の
照
明
器
具
を
常
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
場
所
に
お
け
る
揺
れ
は
、
住
宅
の
構
造
や
耐
震
・
免
震
機
能
、
階
層
、
設
置
さ
れ
る
壁
の
剛
性
や
開
口
部
の
場
所
等
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
実
際
の
地
震
時

に
お
け
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
作
動
は
、
必
ず
し
も
各
地
の
計
測
震
度
分
布
と
同
等
に
作
動
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
屋
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
屋
内
に
お
い
て
家
具
の
転
倒
等
が
生
じ
る
程
度
の

大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
た
場
合
に
、
電
熱
器
具
等
へ
の
通
電
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
設
置
者
に
お
け
る
理
解
と
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ୗ
グ
䛿
୍
⯡
ⓗ
䛺
≉
ᚩ
䞉
ὀ
ព
Ⅼ
䛷
䛩
䛾
䛷
䚸
ᶵ
ჾ
䛻
䜘
䜚
␗
䛺
䜛
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＜月　間　行　事＞
ྩ࿨̔೥݄̑̍೔ʙྩ࿨̔೥݄̒30೔

⃝５月１日　日事連総務財務委員会　　　　　　　ԙɿ೔ࣄ࿈� ෱ࢁ෭ձ௕ग़੮

⃝５月９日　第316-1回建築物耐震診断等評価委員会

⃝５月11日　ひろしま住生活月間実行委員会　　　ԙɿ広島ݝி� େ໦ࣄ຿ہ௕ग़੮

⃝５月12日　情報編集委員会

⃝５月13日　広島県建築相談　　　　　　　　　　ԙɿ広島ݝফඅੜ׆՝� බଜॅ୐ҕһग़੮
　　　　　　令和８年度日事連建築賞審査会

⃝５月14日　賛助会員部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⃝５月18日　（公社）日本建築家協会中国支部2026年度通常総会懇親会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ԙɿ広島Ψーσンύレス� ෱ࢁ෭ձ௕ग़੮
　　　　　　第15回建築士事務所とつくるこだわりの建築展第４回実行委員会

⃝５月21日　（一社）日本電設工業協会中国支部・（一社）広島電業協会総会懇親会
　　　　　　　　ԙɿリーΨϩΠϠϧϗテϧ広島� ઒ിઐ຿ཧࣄग़੮

⃝５月25日　広島耐震診断設計㈿定時総会懇親会　ԙɿ҆͞Μ� ઒ിઐ຿ཧࣄग़੮

⃝５月26日　（一社）広島県設備設計事務所協会新年度懇親会
　　　　　　　　ԙɿ̖̣̖クラ΢ンϓラβϗテϧ広島� ෱ࢁ෭ձ௕ग़੮

⃝５月28日　広島県建築士事務所政経研究会令和８年度通常総会
　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会令和８年度定時総会・懇親会
　　　　　　（一社）広島県建築士事務所協会賛助会員部会令和８年度事業報告会
　　　　　　　　ԙɿ広島:.$"ʢ૯ձ・ࣄ業ใࠂձʣ・リーΨϩΠϠϧϗテϧ広島ʢ࠙਌ձʣ

དྷෂ43໊・ਖ਼ձһ60໊・ࢍॿձһ108໊ग़੮
　　　　　　広島市住宅相談　　　　　　　　　　ԙɿ広島ࢢ໾ॴ� ӹຊࢦಋҕһग़੮

⃝６月２日　技術委員会

⃝６月３日　広島県建築相談　　　　　　　　　　ԙɿ広島ݝফඅੜ׆՝� බଜॅ୐ҕһग़੮
　　　　　　マンション計画修繕部会
　　　　　　（一社）日本建築構造技術者協会中国支部講演会・懇親会
　　　　　　　　ԙɿϗテϧϝϧύϧク広島� ઒ിઐ຿ཧࣄ・ః຤଱਒਍அ౳ධՁҕһ௕ग़੮

⃝６月９日　苦情相談

⃝６月12日　苦情相談

⃝６月15日　第317-1回建築物耐震診断等評価委員会
　　　　　　青年部会

ౡ�ù÷ùý�þ12޿"""
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⃝６月17日　宮島菊乃屋別邸見学会（講師:福島俊を氏）� Ճࢀ໊̕ޙޕલத10໊ɺޕ
　　　　　　苦情相談

⃝６月18日　日事連　第145回建築士事務所協会全国会長会議、第75回定時総会・懇親会
　　　　　　日事政研　第60回臨時総会　　　　ԙɿమ߯ձؗ

૔ాձ௕・෱ࢁ੓ݚձ௕・๛ా໊༪ձ௕ཧࣄ・઒ിઐ຿ཧࣄग़੮
　　　　　　第１回「総務・労務・経理」実務交流ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ԙɿେض࿈߹建ஙઃܭ� Ճࢀ13໊

⃝６月22日　既存住宅状況調査技術者新規講習　ԙɿ建ஙサϩン� ໊̍ग़੮

⃝６月23日　カープ応援交流会　　　　　　　　ԙɿ.";%" ;PPN�;PPNスλδアϜ　
ձ30໊ग़੮ڠ຿ॴࣄܭձ60໊ɺઃඋઃڠ

⃝６月24日　建築士定期講習　　　　　　　　　ԙɿ広島঎工ձٞॴ� 81໊ग़੮

⃝６月25日　三役会
　　　　　　広島市住宅相談　　　　　　　　　ԙɿ広島ࢢ໾ॴ� ӹຊࢦಋҕһग़੮

⃝６月26日　マンション管理士との共催勉強会
マンション؅ཧ࢜ձ10໊ɺڠձマンション෦ձ໊̔ࢀՃ

⃝６月29日　第15回建築士事務所とつくるこだわりの建築展第５回実行委員会

＜今後の行事予定＞

⃝７月１日　職業講話　　　　　　　　　　　　ԙɿ੉໺઒౦த学ߍ

⃝７月２日　建築士定期講習　　　　　　　　　ԙɿ෱ࢁ঎工ձٞॴ

⃝７月10日　日事連事務局連絡会議

⃝７月14日　建築士定期講習　　　　　　　　　ԙɿΈΑ͠·ͪͮ͘Γηンλー

⃝７月16日　三役会・理事会
　　　　　　建築士事務所ネットワーク交流会

⃝７月21日　建築士定期講習　　　　　　　　　ԙɿ広島঎工ձٞॴ

⃝７月29日　管理建築士講習　　　　　　　　　ԙɿ建ஙサϩン
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ྩ࿨̔೥౓ఆ࣌૯ձ・෇ਵࣄߦΛ5݄28೔ʢ໦ʣʹ広島:.$"ຊؗʹͯ։͍ͨ͠࠵·ͨ͠ɻ
౰೔͸ɺྫ೥ΑΓଟ͘ͷօ༷ʹ͝ग़੮͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
։ձޙɺఆ׺ʹఆΊΒΕ͍ͯΔఆ଍਺ͷ֬ೝΛ͍ߦ૯ձͷ੒ཱ͕ใ͞ࠂΕɺ෺ނձһʹର͢Δ໧
౲ɺ小੢ཧࣄʹΑΔ建ங࢜ࣄ຿ॴݑষͷ࿕ಡɺ๛ాձ௕ͷѫࡰʹҾ͖ଓ͖ɺདྷෂͷ広島ݝ౔໦建ஙہ
建ஙٕज़୲౰෦௕　٢ాউଇ༷͔ΒॕࣙΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ͦͷޙɺ๛ాձ௕Λٞ௕ʹબग़ٞ͠Ҋ৹͕ٞਐΊΒΕɺୈ̍߸ٞҊʢྩ࿨̓೥౓ࣄ業ใࠂʣɺୈ̎
߸ٞҊʢྩ࿨̓೥౓ܾࢉʣ͸ݪҊͲ͓Γঝೝ͞Ε·ͨ͠ɻଓ͍ͯྩ࿨̔೥౓ࣄ業ܭը͓Αͼ༧ࢉʹͭ
͍ͯใߦ͕ࠂΘΕ·ͨ͠ɻͦͷޙɺୈ̏߸ٞҊʢྩ࿨̔・̕೥౓໾һબ೚ʣʹ͍ͭͯɺ৽໾һ͕ঝೝ
͞Εఆ࣌૯ձ͸ແࣄऴྃ͠·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖ཧࣄձΛ։͠࠵ɺ三໾ٴͼސ໰ɺ૬ஊ໾ͷब೚͕ঝ୚͞
Εɺ૯ձͷձ৔Ͱൃද͞Ε·ͨ͠ɻ
Ҿ͖ଓ͖ߦΘΕͨ෇ਵࣄߦͰ͸ɺ·ͣྩ࿨̔೥य़ͷঀ܄ͰѴ೔૒ޫষΛडষ͞Εͨ小੢૬ஊ໾ʹ͓
ॕ͍Λଃఄ͠·ͨ͠ɻଓ͍ͯɺୀ೚໾һँײঢ়ଃఄʹ͍ͭͯผ໊̑ܝͷํʑ΁ँײঢ়͕ଃఄ͞ΕɺԬ
ా建ஙઃࣄܭ຿ॴͷԬాจ෉ࢯΑΓ୅දँ͕ࣙ͋Γ·ͨ͠ɻ࣍ʹӬ೥ۈଓ༏ल৬һදজͰ͸ɺผ̔ܝ
໊ͷํʑ͕දজ͞Εɺେض࿈߹建ஙઃܭ㈱ͷၲ྄ۄଠ༷ΑΓ୅දँ͕ࣙ͋Γ·ͨ͠ɻ
຿ॴͷํʑ͕දজ͞Εɺ㈱େྛ૊ͷࣄ̑ܝΘΕɺผߦɺୈ12ճͻΖ͠·建ஙจ化৆දজ͕ࣜʹޙ࠷

ͱ͍ͨ͠·͢ɻࠂใͯ͠·͍ͨ͠ँײʹྗڠҐͷ֤͝܎ؔʹΑΓ୅දँ͕ࣙ͋Γ·ͨ͠ɻོ༷࢘͜͜ాࢁ

ہ຿ࣄձڠ

挨拶をする倉田新会長

旭日双光章を受章された小西相談役

定時総会の模様

退任役員感謝状贈呈の模様

令和８年度定時総会・付随行事・懇親会を終えて
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㆘
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令和８・９年度　役員名簿
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令和８・９年度　顧問・相談役
顧　 問

؛
ㆌ㆗ㆠ

ా จ
ㆵㆿ ㆈ

༤ ऺٞӃٞһ

小
㆓ㆰ㇄㆗

ྛ ल
ㆲㆧㆮ㇊

ۣ 広島ٞݝձٞһ
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㇄ㆾ ㆌ

໦　　ໜ
㆗㆒㇋

広島ٞݝձٞһ

ࠤ
㆕ ㆪ ㆠ

ܟా໊
㆐ㆂ㆝ㆄ

૳ ʢެࣾʣ広島ݝ建ங࢜ձ　ձ௕

দ
ㆾㆤ㇂ㆨ

ຊ ็
ㆿㆭㆯ㇋

य़ দຊ็य़ࣄ຿ॴ

相談役

ਿ
㆙ㆍ㆟

ా ً
ㆦ㇋㇆ㆌ

੐ ձձ௕ڠݩ
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令和８年度退任役員
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令和８年度永年勤続優秀職員表彰者
໊　　　ࢯ ຿ॴ໊ࣄ
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第12回ひろしま建築文化賞受賞作品
৆　໊ ඼໊࡞ 建ங࢜ࣄ຿ॴ໊ ॴࡏ஍

େ　৆ 広島ӺೆޱϏϧ
㈱େྛ૊広島支店Ұڃ建ங࢜ࣄ຿ॴ
㈱౦ാ建ஙࣄ຿ॴ広島支ॴ

広島ࢢೆ۠

༏ल৆ 広島੢支店ݿۚ༺৴ޖ ̵̺̈́̈́ 広島ࠤࢢഢ۠

༏ल৆ ͋Θ͍͕࿈ͳΔՈ ㈱Ӌా建ஙઃࣄܭ຿ॴ ٢Ӝதொࢢޖ

ೖ　બ ͔͞Έͪ ̵̺̈́̈́ ඌಓ޲ࢢ౦ொ
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ఆ࣌૯ձޙɺձ৔ΛリーΨϩΠϠϧϗテϧ広島ʹҠͯ࢝͠·ͬͨ࠙਌ձͰ͸ɺ૔ా৽ձ௕ͷѫࡰʹ
Ҿ͖ଓ͖ɺདྷෂΛ୅දͯ͠౰ڠձސ໰Ͱ͋Δా؛จ༤ऺٞӃٞһʢ୅ཧ ෉ਓʣɺ小ྛलۣ広ྩࢠ༟ా؛
島ٞݝձٞһͦͯ͠ࢁ໦ໜ広島ٞݝձٞһ͔Βॱ࣍ॕࣙΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻଓ͍ͯɺྩ࿨̔೥݄̎Ҏ
߱ʹ৽ͨʹڠձձһͱͳΒΕͨํʑͷ͝঺հɺެӹࣾஂ๏ਓ広島ݝ建ங࢜ձͷܟా໊ࠤ૳ձ௕ʹΑΔ
෭ձ௕ֿށʹՃ͞Εͨօ༷ʹ΋େมຬ଍͍͚ͨͩͨΑ͏Ͱͨ͠ɻ݁ͼࢀஊʹೖΓɺ׻ഋͷ͝ൃ੠Ͱס
ͷดձͷѫࡰΛ΋ͬͯ੝گͷ͏ͪʹ࠙਌ձ͸ऴ͍ྃͨ͠·ͨ͠ɻ͜͜ʹ֤ؔ܎Ґͷ͍ͨ͝ँײʹྗڠ
͠·ͯ͠ใࠂͱ͍ͨ͠·͢ɻ

倉田会長による挨拶 岸田裕子令夫人によるご挨拶

小林秀矩広島県議会議員によるご挨拶 山木茂広島県議会議員によるご挨拶

ʲఆ࣌૯ձޙの࠙਌ձʳ
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佐名田敬荘建築士会会長による乾杯のご発声

新入会員の皆様

懇親会の模様

戸梶副会長による閉会あいさつ

○新入会正会員
຿ॴ໊ࣄ ։ઃऀ ؅ཧ建ங࢜

຿ॴࣄ建ங࢜ڃձࣾιϧλスҰࣜג Ҫ্　༤ࡦ Ҫ　ਖ਼࣏ߥ

ܭຊ建ஙઃݹձࣾࣜג ຊ　ཽҰݹ ຊ　ཽҰݹ

○新入会賛助会員
ձ໊ࣾ Ӧ業छ໨

ձࣾオカϜラ　੢೔ຊ支ࣾࣜג スνーϧՈ۩શൠͷ੡଄・ൢചɺ࢈業ػցͦͷଞͷ੡଄・ൢ
ച౳

ձࣾサンテクノスࣜג ඇഁյࠪݕɺコンクリーτߏ଄෺ͷࠪݕɺࣾձΠンϑラͷௐ
ࠪ౳

ϋ΢スϓラスதॅࠃ୐อূࣜגձࣾ ɺొ࿥লΤネద൑ؔػɺొ࿥ॅ୐ੑೳධՁؔػࠪݕఆ֬ೝࢦ
ؔػ

ձࣾμΠアックスࣜג ランドスέーϓɺ଄Ԃ・֎ߏ工ࣄɺࣨ಺྘化工ࣄ౳

ձࣾϑδマック広島Ӧ業෦ࣜג 業຿༻ਥ๪ٴثػͼ৯඼Ճ工ثɺҩྍثػͷ੡଄ൢച
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令和 8年度定時総会

新会長就任ご挨拶

一般社団法人 広島県建築士事務所協会

会 長 倉 田 洋 二

この度、一般社団法人広島県建築士事務所協会の会長に就任いたしました倉田洋二でござい

ます。歴史ある本協会の舵取りを担うにあたり、その職責の重さに身が引き締まる思いですが、

会員の皆様とともに、時代に即した魅力ある協会づくりに全力を尽くしてまいります。

当協会は、昭和 23 年の設立以来、広島の復興を支えた広島建築家クラブを母体とし、70 年

以上にわたり地域の豊かな建築文化の創造に貢献して参りました。平成 20 年からは建築士法

に基づく法定団体として、建築士事務所の適正な業務運営と健全な発展、そして建築主の利益

保護に取り組み、建築物の質の向上に努めております。これまでの歩みを支えてくださった会

員の皆様、行政・関係団体の皆様の温かいご指導とご支援に、心より感謝申し上げます。

現在、私たちを取り巻く環境は大きな転換期を迎えています。頻発する自然災害や南海トラ

フ地震への備えなど、命と財産を守る建築物の安全・安心の確保は最優先の使命です。また、

脱炭素社会の実現に向けた建築物の省エネ化の加速、深刻化する空き家問題への対応など、建

築専門家としての社会的責任はますます大きくなっています。私たちは行政や関係団体との連

携をさらに強化し、プロフェッショナル集団としてこれらの課題に真摯に向き合ってまいりま

す。

一方で、業界内の「働き方改革」や、次世代への円滑な事業・技術の継承など、足元の業務

環境改善も急務です。一朝一夕には解決しない課題だからこそ、協会がプラットフォームとな

り、有益な情報発信や国・県への働きかけを積極的に行い、皆様のビジネスと持続可能な経営

をサポートしてまいります。

会員の皆様が「協会に加入していて良かった」とこれまで以上に実感できるよう、身近で、

頼りがいのある、オープンな協会組織を目指します。

新体制となりましても、変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し

上げます。

令和 8年度定時ຳ会

祝    ಝ

広島県ဘ木建築અ建築ਙട༶ဴᆪྙ ਦ ဂ 勝 ໋

一般社団法人広島県建築士事務所協会の令和į年度の定時ຳ会が、このようにม大に開催さ

れますことを、඾よりお祝い申し上げます。

また、貴協会におかれましては、ᇓຍより、指定事務所ဎᎩ৿関としての建築士事務所のဎ

Ꭹ・ஏ新事務の実施、建築物の適正な品ಱ確ᇱなど、本県の建築行政の推進に६ᇠの御理解と

御協力を賜り、୴くお፵を申し上げます。

まƏは、建築行政を取りবくద今の၌向についてごൾऴいたします。

令和Į年ī月の改正建築ৰ準法及ƨ建築物൶ǓǸ法の๺ኜ施行にᄔい、൶ǓǸルǙーৰ準の

強化や木材利用の促進など、໣৴にǄたり建築物に関するルールがଣྞされました。

さらに、令和į年Ī月に、建築物のライフǠイǚル๺体での༨༼ຍ化の促進、൶ǓǸ性Ⴗの

一層の向上により、2050年ǖーȇンǶȐートラルの実現を෨るための「建築物のǓǸルǙー൯

ᅉ性Ⴗの向上等に関する法ጳの一ᆪを改正する法ጳࡎ」がॷਢଂ定されております。この法改

正のგ૤としましては、पがே๺体のಬࣽ୲ऐǗスჍഞፘのዃīআを建築分ኾが๒めること等

を踏まえ、ライフǠイǚルǖーȇンᅴअ制度をຕ設するとともに、൶ǓǸৰ準の引き上げをଣ

ขえ、進展する൶ǓǸਙടに໴ࣤするためのຂམを஬じることとしているようです。

なお、施行期日については、公ᆑの日から２年ࡒ内施行となっておりますのでごጽ࡝くださ

い。

また、現在の中ဪගฒのᇥ化により、ุው・ǵフǠをମፍとする建築資材のྔ༥が௘ႍとな

るなど、ࡊ定的な੝੉にଖ念が広がっております。

これにᄔいましてேからは、রፇ検௮のഎႌなࢥ用に関する通ཐがഞており、県内において

もମፍがࡣなる建築資材へのᇥஏや、一ᆪの設備等がቴ設མのඡ໺で୿事がরፇする඘஽等に

໴ࣤし、রፇ検௮の実施にあたっては଼ᇠの申ษ者からのະཎにࣤじて、എႌにࢥ用してまい

りますので、ᇥஏ等生じる඘஽は、時間的ዬዣをಏってごະཎくださいますよう、よろしくお

願いいたします。

また、住宅・建築物の耐震化につきましては、๺ह住ऌ 6,536 ိ等のෝ大なᅇ害をもたらし

た令和６年Ⴗဎᄖ島地震において、改めて耐震化に向けた取組のഓ要性をႡಡしたところでご

ざいます。

ౡ�ù÷ùý�þ20޿"""



令和 8年度定時ຳ会

祝    ಝ
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一般社団法人広島県建築士事務所協会の令和į年度の定時ຳ会が、このようにม大に開催さ
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正のგ૤としましては、पがே๺体のಬࣽ୲ऐǗスჍഞፘのዃīআを建築分ኾが๒めること等

を踏まえ、ライフǠイǚルǖーȇンᅴअ制度をຕ設するとともに、൶ǓǸৰ準の引き上げをଣ

ขえ、進展する൶ǓǸਙടに໴ࣤするためのຂམを஬じることとしているようです。

なお、施行期日については、公ᆑの日から２年ࡒ内施行となっておりますのでごጽ࡝くださ

い。

また、現在の中ဪගฒのᇥ化により、ุው・ǵフǠをମፍとする建築資材のྔ༥が௘ႍとな

るなど、ࡊ定的な੝੉にଖ念が広がっております。

これにᄔいましてேからは、রፇ検௮のഎႌなࢥ用に関する通ཐがഞており、県内において

もମፍがࡣなる建築資材へのᇥஏや、一ᆪの設備等がቴ設མのඡ໺で୿事がরፇする඘஽等に

໴ࣤし、রፇ検௮の実施にあたっては଼ᇠの申ษ者からのະཎにࣤじて、എႌにࢥ用してまい

りますので、ᇥஏ等生じる඘஽は、時間的ዬዣをಏってごະཎくださいますよう、よろしくお

願いいたします。

また、住宅・建築物の耐震化につきましては、๺ह住ऌ 6,536 ိ等のෝ大なᅇ害をもたらし

た令和６年Ⴗဎᄖ島地震において、改めて耐震化に向けた取組のഓ要性をႡಡしたところでご

ざいます。
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なお、この地震からの復興に向け、本県からも２名の建築職員を派遣し、引き続き、「災害公

営住宅の建設」等に従事させているところでございます。

本県では、耐震化の必要性について所有者の理解が十分に得られていないことが課題となっ

ており、県内において最大震度６強が想定される南海トラフ巨大地震発生の切迫性が高まる中、

関係市町と連携して、耐震改修や建替、除却に係る支援制度の充実、県民への普及啓発の強化

に、取り組んでいるところです。

今後も住宅・建築物の一層の耐震化の促進に向けて、新たな取組も検討しているところであ

り、協会の皆様にもご助力をお願いすることもあると思いますので、よろしくお願いします。

営繕行政につきましては、品確法の改正を踏まえ、設計段階において、適正な履行期間の設

定や適切な設計条件の明示を徹底するなど、労働環境の改善や新築設計におけるＢＩＭ活用業

務を拡大するなど生産性向上に向けた取組を推進してまいります。

また、建築物を通じた魅力あるまちづくりに向けて、プロポーザルによる設計者の選定や、

「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」などにも引き続き取り組んでまいります。

住宅行政につきましては、令和９年度に、「第 39回住生活月間中央イベント」が本県で開催

される予定となり、同時開催する地方イベントの実施に向けて、この５月に、「ひろしま住生活

フェスティバル準備委員会」を立ち上げ、貴協会にもご参画いただいているところでございま

す。

この地方イベントでは、これからの広島の住まいづくりの在り方について県民の皆様ととも

に考え、理解を深めることを目的とし、それぞれが望むライフスタイルの実現につなげてまい

りたいと考えております。

本イベントの成功には、貴協会をはじめとする住宅関係団体との連携が不可欠であり、貴協

会の皆様には、引き続き、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

また、本県では、「伐(き)って、使って、植えて、育てる」といった資源の循環利用を目指し、

建築物における県産木材の利用の促進にも積極的に取り組んでおりますので、皆様方にも、御

協力をお願いいたします。

最後になりましたが、一般社団法人広島県建築士事務所協会の今後ますますの御発展と会員

の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、お祝いの御挨拶とさせていただきます。

本日は、誠におめでとうございます。
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なお、この地震からの復興に向け、本県からも２名の建築職員を派遣し、引き続き、「災害公
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ており、県内において最大震度６強が想定される南海トラフ巨大地震発生の切迫性が高まる中、

関係市町と連携して、耐震改修や建替、除却に係る支援制度の充実、県民への普及啓発の強化

に、取り組んでいるところです。
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務を拡大するなど生産性向上に向けた取組を推進してまいります。

また、建築物を通じた魅力あるまちづくりに向けて、プロポーザルによる設計者の選定や、

「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」などにも引き続き取り組んでまいります。

住宅行政につきましては、令和９年度に、「第 39回住生活月間中央イベント」が本県で開催

される予定となり、同時開催する地方イベントの実施に向けて、この５月に、「ひろしま住生活

フェスティバル準備委員会」を立ち上げ、貴協会にもご参画いただいているところでございま

す。

この地方イベントでは、これからの広島の住まいづくりの在り方について県民の皆様ととも

に考え、理解を深めることを目的とし、それぞれが望むライフスタイルの実現につなげてまい

りたいと考えております。

本イベントの成功には、貴協会をはじめとする住宅関係団体との連携が不可欠であり、貴協

会の皆様には、引き続き、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

また、本県では、「伐(き)って、使って、植えて、育てる」といった資源の循環利用を目指し、

建築物における県産木材の利用の促進にも積極的に取り組んでおりますので、皆様方にも、御

協力をお願いいたします。

最後になりましたが、一般社団法人広島県建築士事務所協会の今後ますますの御発展と会員

の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、お祝いの御挨拶とさせていただきます。

本日は、誠におめでとうございます。
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第 1 回「総務・労務・経理」実務交流ネットワーク 開催報告

「建築士事務所のバックオフィスを、もっと楽しく、円滑に！」

                 大ظ࿊߻建築設計ʤ株ʥௗ門 ٍ

るڊ 6݆ 18ೖ、弊社のオフィスを会৖に、建築࢞事務所の事務・経Ө؇ཀྵ୴౲者をଲে
としたॵのިླྀ会を֋࠷いたしました。౲ೖは、ݟౣ߁内だけでなくԮ山などۛྣからも、
事務所の࿰をӿえて経Ө૜から実務୴౲者まで෱߁い方々におॄまりいただき、非常に೦
。あ΀Ηる࣎ؔとなりましたـ

意見ި׷会では、ಝに「若手の採用」と「設計料の適正化」にͯいて、実ྭにخͰいたಁ
みࠒんだ٠࿨がఴ֋さΗました。採用面では、ॊ来のٽ人ഖ体がۦકする஦で、「インνー
ンεッϕの੷ۅ಍೘」や「アϩバイトから採用΃の಍ત」が、ָਫ਼の人となりを਄く知り、
೘社後のϝスマッοを๹͛ۅめて有効な手ஊであるという知見が共有さΗました。            
また、࠹৿の教үをणけたָਫ਼が BIMなどのٗढ़を事務所に࣍ちࠒ΋ことで、社内のυζ
νϩ化が自ષとଇ਒さΗるというϛζティϔなଈ面も話ୌとなりました。

経Ө面では、ࡤ今の෼Ճ߶ಇや
λフトΤΥアのγϔスクϨϕεϥ
ン化に൒う経ඇଁを、いかに設計
料にൕӫさͦるかという઀実な՟
ୌが٠࿨さΗました。஦には、ݬՃ
؇ཀྵをబఊし、ಃ໎੓のあるઈ໎
を行うことで、設計料の 1.5 ഔଁ
ֻިমに੔ޯした事ྭなども়ղ
さΗ、参加者からはڽきと共感の

੢が上がりました。業ֆસ体のஏҒ޴上のためにも、こうした情報の共有は不Նܿであると
強く実感いたしました。

༩ఈ࣎ؔを大෱に௔え、その後の懇親会でもຌԽがඊ;ިうΆど੟り上がった今回のࢾ
みを௪じ、事務方の՟ୌմ݀こそが「݊સな経Өخ൭」を築き、݃ 果として「よりྒྷい設計」
をਫ਼΋ౖৗになることを֮࠸೟いたしました。

඲にͯき、૥くも୊޹ 2回の֋࠷を計ժしております。自社の՟ୌを共有し、共に੔ௗで
きる「横のͯながり」を͝߁ていきまͦんかʃ事務୴౲の方だけでなく、経Ө者の方の ご
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第 1 回「総務・労務・経理」実務交流ネットワーク 開催報告

「建築士事務所のバックオフィスを、もっと楽しく、円滑に！」

                 大ظ࿊߻建築設計ʤ株ʥௗ門 ٍ

るڊ 6݆ 18ೖ、弊社のオフィスを会৖に、建築࢞事務所の事務・経Ө؇ཀྵ୴౲者をଲে
としたॵのިླྀ会を֋࠷いたしました。౲ೖは、ݟౣ߁内だけでなくԮ山などۛྣからも、
事務所の࿰をӿえて経Ө૜から実務୴౲者まで෱߁い方々におॄまりいただき、非常に೦
。あ΀Ηる࣎ؔとなりましたـ

意見ި׷会では、ಝに「若手の採用」と「設計料の適正化」にͯいて、実ྭにخͰいたಁ
みࠒんだ٠࿨がఴ֋さΗました。採用面では、ॊ来のٽ人ഖ体がۦકする஦で、「インνー
ンεッϕの੷ۅ಍೘」や「アϩバイトから採用΃の಍ત」が、ָਫ਼の人となりを਄く知り、
೘社後のϝスマッοを๹͛ۅめて有効な手ஊであるという知見が共有さΗました。            
また、࠹৿の教үをणけたָਫ਼が BIMなどのٗढ़を事務所に࣍ちࠒ΋ことで、社内のυζ
νϩ化が自ષとଇ਒さΗるというϛζティϔなଈ面も話ୌとなりました。

経Ө面では、ࡤ今の෼Ճ߶ಇや
λフトΤΥアのγϔスクϨϕεϥ
ン化に൒う経ඇଁを、いかに設計
料にൕӫさͦるかという઀実な՟
ୌが٠࿨さΗました。஦には、ݬՃ
؇ཀྵをబఊし、ಃ໎੓のあるઈ໎
を行うことで、設計料の 1.5 ഔଁ
ֻިমに੔ޯした事ྭなども়ղ
さΗ、参加者からはڽきと共感の

੢が上がりました。業ֆસ体のஏҒ޴上のためにも、こうした情報の共有は不Նܿであると
強く実感いたしました。

༩ఈ࣎ؔを大෱に௔え、その後の懇親会でもຌԽがඊ;ިうΆど੟り上がった今回のࢾ
みを௪じ、事務方の՟ୌմ݀こそが「݊સな経Өخ൭」を築き、݃ 果として「よりྒྷい設計」
をਫ਼΋ౖৗになることを֮࠸೟いたしました。

඲にͯき、૥くも୊޹ 2回の֋࠷を計ժしております。自社の՟ୌを共有し、共に੔ௗで
きる「横のͯながり」を͝߁ていきまͦんかʃ事務୴౲の方だけでなく、経Ө者の方の ご

参加も大歓迎です。詳細は改めてご案内いたします。皆様のご参加を心よりお待ちしており
ます。

参加者のコメント
(株)小西建築設計事務所 小西琢真さん
今回はこのような機会を設けて頂き、ありがとうございました。
採用面での活動内容を共有出来たことはとても有意義でした。もちろん事務所規模が違う
ので、そのまま参考にすることは出来ないのですが、効果のある手法や取組に至った経緯な
ど、多くの知見を得ることができました。

さくら建築設計(株) 村上未紗さん・山口美樹さん
今回はこのような機会を設けていただき、ありがとうございました。「若手採用」や「設計
料の適正化」をテーマに、他社様の具体的な取り組みやコスト感覚など、非常に参考になる
お話を伺うことができました。 弊社の総務部門は人数が少なく、知識不足を感じることも
多いのですが、懇親会では同じような体制で業務を行っている方と出会えて大変心強く思
いました。さらに、実務に詳しい方々から専門的な知識や具体的なアドバイスを直接教えて
いただけたことは、大きな収穫です。バックオフィスの横の繋がりの有り難さを実感すると
ともに、いただいた情報や知識を今後の自社の業務改善に活かしていきたいと強く感じま
した。
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主なイベント

会員作品パネル展示（出展料無料）

若手設計者プランのプレゼン大会＆座談会

安田女子大学建築サークル AR-CO

ひろしま建築文化賞受賞作品パネル展示

建築フォトコンテスト作品展示＆表彰式

ひろしまたてものがたり案内所

9 月号で全貌が明らかになります。お楽しみに！
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࣏Ϙーζ΃

保険ۜࢩ෹͏事ྭ͖Δ
事ބ査ఈਕ 手塚のͯ΁Ώ͘

BIZ UDPゴシック １４

・不同沈下がᄇภした඘஽、ƒの状ੳを画ໂのƴで正確に表ଵすることは௘ႍです
が、॒観上確認できる༉表࿨なଵඉとして、以下のよŻなケースがੑƇられます。

๶ष（5ଈ஼）のƙƫƹきでは、ᇱ଩事故に৘する地盤・ৰຉにƙいて�๶ᇨ�として、建築ৰമ
法ƹ็計施工ৰമの変๱をたƞりながら、事故事፯の෮ࡤƹ近Ⴉに౼るǳȗȞǴ့を解๊しました。
ௗषは�後ᇨ�として、ᨔᩙᄇภのମࢀを踏まえƙƙ、地盤・ৰຉに৘する事故のભ໲፯をൾऴし
ます。

Ғ มဘᆪᇀƣྠऀにƽりbৰຉがᆘŹたƽŻにଣŽるଵඉ

ғ ଔᆾƣ૓ೀにƽりଔᆾ๺໲がᎮƴbǴǍƣଔᆋᆊፕƹ૾৖ƣᄇภ

Ҕ 支持དᄯƣᇥँに਍ࢀƌbมဘ໊がྠऀすることƜৰຉにƧƨআǁ

ʴޛฦʵ

不同沈下で発生する主な現象
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BIZ UDPゴシック １４

ᆊ၍ྠऀƣ೗Ɵମࢀ

・盛土່ถ地に住宅を建็する඘஽、住宅本໲の重ፘがᄾॵ࿨૴いことから、支持
層まで杭を到達させる工法ではなく、ྞไৰຉが採用されるケースが一ᄤ࿨です。

・このため、建物荷重ƒのものによる不同沈下よりも、地盤ಛ໲の沈下ƹ変形に
建物がྩ෹することで不同沈下がภƍるईႷ性が高くなります。ၟに、່ถ時に
行Ǆれる盛土荷重は地盤沈下をࢂき਍こす要ࢀとなりƹすいため、཯࡝がᅢ要です。

・ഌ๶の分ඥ住宅੝੉が盛んに行Ǆれた௖は、୪ྫྷጦᇬ性をዓ๐し、ഌ጖は住宅
建็に適さないとされてきた傾ೀ地ƹ軟弱地盤においても宅地່ถが進められ、
十分な地盤調査が行Ǆれないまま住宅が建็される事፯が໣くଣ೥Ɔられました。

・ƒの結果、不同沈下に৘する事故がໃइし、住宅性Ⴗᇱආ制度においても事故
抑制をኬ࿨として、็計施工ৰമに地盤調査方法のਟኃ付Ɔが盛り௔まれることと
なりました。

ǜ|Ǥ1gมဘ່ถདにおƆるᆊ၍ྠऀ

ǜ|ǤĩgዸᇝをᄔŻ૓ೀད່ถད

・傾ೀ地にዸᇝをஓ築し、切土と盛土が௢ఓするᆕ地では、ዸᇝのはらƴഞし、
ရれ、沈下、Ƨびআれ、ኬ地の्きといった変状がภƍることがあります。これら
のዸᇝの変状は、໣くの඘஽、地盤に਍ࢀしています。

・ၟに、ᇝ高2m以下の൚ਊኟዸᇝは、୰࿨ල査ƹஓ່計్を行Ǆずに施工されて
いる፯も໣く、ዸᇝの変状が不同沈下の要ࢀとなるケースがଣ೥Ɔられます。   
また、ዸᇝგ面のቖ኱し土にƙいて、十分な࿼圧ƹྙ期࿨なࡊ࿊性を考ፄした補強
が行Ǆれていない඘஽、不同沈下のମࢀとなるईႷ性があります。

ǜ|ǤĪgᆛඬဘ�ዛ৿ಱဘ�を৞Ƶདᄯ
・ᆛඬ土とは、෯ภඬ物なƞのዛ৿物が分解（ቴ分解のものを৞Ƶ）し、土඙と௢
ƍり஽って形ถされたோන⿤ࡍ঎නの土であり、৞෯ᄾが高く৖૾ᄾが大きいため、
൚さな荷重に໴しても圧ച性がᅋඛに高いといŻၟ྇があります。また、沈下がྙ
期৖૫続する（ႏ಑圧ቹが大きい）点もၟ྇です。

・このため、ᆛඬ土を৞Ƶ地盤では不同沈下がᄇภしƹすく、೘࠿いがႍしい地盤
といえます。さらに、ᆛඬ土はセȌȞǳ૩ିँ材とのະ性が࠵く、柱状改良工事を
行ってもିँ不良を਍こし、不同沈下に౼るケースがあります。
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Ϙーζ΃

BIZ UDPゴシック １４

�൚ਊኟ建築において不同沈下の修正工事で採用されている補修工事፯�

ᆊ၍ྠऀにƽるಈ୆ƣॗ要

分ඥ地において、ଭ෯ဂ地盤の॒೮ᆪにǞȞǚȕーǳዸᇝを็Ɔて盛土່ถを行い、
住宅が建็されました。
・新築時の地盤調査gSWSಀଫ（深度10mまで）
・হ్Nཏg3⿤4（軟弱地盤）
・地盤改良g柱状改良工事（セミパイル工法、改良深度7.5m）
ƒの後、不同沈下がᄇภし、事故後の௺調査により、深度18m付近まで軟弱地盤が
続いていることが確認されました。

■ໟ॔ಈඉ

・ಬၾǴǍの一ᆪにおいて、
ႊฦ方向ƭಛ๹に्くଵඉを確認

・ၾົǾǶールǚȘスにਓᎂを確認

・Ĩ階ႊฦ໊で79mmの沈下
（傾ೀg6.7/1000）
・ĩ階ႊฦ໊で69mmの沈下
（傾ೀg7.5/1000）

・່ถ地ၾの2ိがཨ࣡方向に向かって
沈下する傾向が確認されました。 ່ถད॒೮ዸᇝの沈下状ੳՔ沈下ມ࿊આ๦
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BIZ UDPゴシック １４
・本事፯では、以下のよŻな地盤ඞ件および施工ඞ件が確認
されています。

■ ቎ଉƣᇸೲሑ法
     

・地下約18mにࡔམする支持層に鋼管杭を圧入する鋼管圧入工法（一ᄤにǍȞǫー
ǿーǶȞǛ工法とାƥれる工法）を採用しました。
    

・本工法では、建物ྞ下のৰຉ下ᆪから鋼管をവ಑圧入し、支持層まで到達させる
ことで、建物荷重を支持層ƭ࿿達します。

»g新築時 セミパイル施工ࡔམ34本
»g補修時 鋼管圧入ࡔམ32ǖസ

・ဴड़ᆕ地は、もともと෯ဂであった土地の॒೮ᆪに
ǞȞǚȕーǳዸᇝを็Ɔ、盛土່ถを実施。

（建物೮ᇩの地盤面は、ၗ᎓面より約900mm、෯ဂ面より約1,400mm高い）

・新築時に実施された地盤調査は、SWSಀଫ（スǚȕȐーǑǓイǳ৓入ಀଫ）
・調査深度は10m、হ్Nཏは3⿤4と࿃く軟弱地盤
・地盤改良工事として、改良深度7.5mの柱状地盤改良（セミパイル工法）

・事故後に実施された௺調査では、深度18m付近まで軟弱地盤が続いていること
が判ነし、新築時の調査深度および改良深度が不十分であったと考えられます。

・以上のことから、軟弱な地盤上に盛土່ถが行Ǆれていたことにइえ、地盤調査
方法の଺ैにより改良深度が不໑していたことが重なり、່ถ盛土および建物荷
重によって軟弱地盤が圧ቹ沈下し、不同沈下に౼ったものと考えられます。

ৰຉᆰ෨

・ƒの後、分আした鋼管をവ಑ไ続しながら、ው圧ǣȎǮǘを用いて地ཨƭ圧入
していきます。

・鋼管はസ࿊の支持層に到達するまで圧入され、௻೸࿨に建物をࡊ࿊࿨に支持する
ஓ່となります。

■ ఢ઄ሑ法
    

・建物ৰຉ下ᆪにఢ業઱৖を確ᇱするため、൚ਊኟなǳȞǸル状の઻ణを行い、
ৰຉྞ下まで進入します。
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BIZ UDPゴシック １４

■ 鋼管杭圧入工法を採用することに至った根拠

・事故後に実施した地盤調査の結果、地表面から約18m付近まで軟弱地盤が連続して
いることが確認されました。

・一方、新築時に採用されていた柱状地盤改良（セミパイル工法）は、改良深度が
約7.5mであり、支持層に到達していませんでした。

・このため、新築時の地盤改良では、盛土および建物荷重による地盤変形を十分に
抑制することができず、不同沈下が進行したものと考えられます。

・以上の調査結果を踏まえ、本件では、支持層に確実に到達させる必要があると判
断し、地下約18mの支持層まで鋼管杭を圧入する鋼管杭圧入工法を採用しました。

手塚泰夫のプロフィール
住宅保証機構(株)副理事保険審査部部長

建築学科系大学卒業後、プレハブメーカーで勤務の後、財団法人性能保
証住宅登録機構（現在の住宅保証機構株式会社）に入社。長年、技術関連
部門に従事。20年間にわたり累計約3,000件の保険事故に丁寧に対応し、同
社の”安心な事故対応”の評価を確立。

また、事故対応の経験を踏まえ地盤調査の導入等設計施工基準のフレー
ムのデザイン役となるほか、品確法や住宅瑕疵担保履行法の制定にあたっ
ては、国土交通省に対する瑕疵の発生メカニズムに関するアドバイザー役
も務める。

愛ネコ
福

・不同沈下の修正工事では、人件費・資材費の高騰により、2,000万円を超える工
事費を要するケースもあり、住宅事業者にとって費用面・工期面の負担が大きく
なる傾向にあります。

・計画段階において地盤の性状を十分に理解し、適切な調査計画および地盤補強方
法を検討することが、事故防止の観点から極めて重要です。

柱状図（不同沈下後の調査結果）

おわりに
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ՙொʙత৔ொʙஈݪҰஸ໨ʙօ࣮ொ࿡ஸ໨ͳͲͷ֤ిఀ
Λ॥؀͢Δ࿏ઢͰ͢ʢਤ̍ʣɻ広島ʹॅΉํɺޫ؍ͷํ
ͷརศੑ͸΋ͪΖΜɺ౎৺΁ͷスϜーζͳアクηスͰճ
༡ੑ্͕͠޲·ͨ͠ɻࠓճ͸ɺ։業લޙͷ༷ࢠʹ͍ͭͯ
レポーτ͍ͨ͠·͢ɻ

■駅前大橋ルート開業後の工事開始
2025೥݄̔̏೔Ӻલେڮϧーτ։業Λ΋ͬͯچԐᘆڮϧーτ͸ഇࢭͱͳΓɺ॥؀ઢ։業ʹ͚޲
ͨ工͕ࣄスλーτ͠·ͨ͠ʢࣸਅ̍ʣɻҙ֎ͩͬͨͷ͕త৔ொަࠩ఺ͷपล۠ؒʢҴՙொʙత৔ொ
ͷஈݪҰஸ໨ํ໘ʣ΋يಓվम工ߦ͕ࣄΘΕͨ͜ͱͰ͢ɻ
͜Ε͸ɺ॥؀ઢ༻ͷҴՙொిఀ৽ઃɺత৔ொిఀվम΋࣮͢ࢪΔ͜ͱ͔ΒيಓෑΛ࿏൫͔ΒؚΊ
ͯ৽نෑม͑Λͨͬߦ΋ͷͱਪଌ͞Ε·͢ɻ͜ͷ۠ؒ͸ύンλάラϑूి༻ͷՍઢ΋શ໘ுΓସ͑
த͸ɺҰ࣌తʹレーϧ͸ෑઃ͞Ε͍ͯΔ͚ͲՍઢ͕ͳ͍ͱ͍͏ʮඇి化۠ؒظࣄΘΕͨͨΊ工ߦ͕
ؒʯʢ࣮ࡍʹं྆͸૸͍ͯ͠ߦ·ͤΜ͕ʣͰ͋ͬͨ͜ͱ΋ه࿥͓͖͍ͯͨ͠৔໘Ͱͨ͠ʢࣸਅ̎ʣɻ
త৔ொަࠩ఺͸ैདྷͱيಓͷํ͕޲มΘΔͷͰେֻ͔Γͳ工ࣄͰͨ͠ʢࣸਅ̏ʣɻ

త৔ொͷۂઢ͸ෳઢಉ࣌ࢪ工͔ͱ͖͍ࢥ΍ɺยଆΛઌʹ׬੒ͤͯ͞΋͏Ұํ͸͔ޙΒࢪ工ͨ͠
Α͏Ͱ͢ʢࣸਅ̐ʣɻిఀͷ৽ங工ࣄʢ಺ճΓʢࣸਅ̑ʣɺ֎ճΓʢࣸਅ̒ʣʣ΋ߦΘΕ·ͨ͠ɻ

第128回
2026.3.28　広電循環線開業！！私の

お気に
入り

住宅金融支援機構
松尾　法和

★３回目の登場です。福岡大学建築学科卒業、平成５年入社。
広島での単身赴任生活３年目です。４月から賃貸住宅融資、マン
ションすまい・る債、マンション共用改良融資、災害融資等を担当
しています。よろしくお願いいたします。

ʢਤ̍ɿ広ిެࣜ)1ΑΓʣ

ʢࣸਅ̍ʣҴՙொͷ工ࣄ։࢝ ʢࣸਅ̎ʣత৔ொ۷࡟ ʢࣸਅ̏ʣత৔ொيಓఫڈ
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■2026.3.28　広電循環線開業
॥؀ઢͷμΠϠ͸10͔࣌Β16࣌·Ͱ̍࣌ؒʹ1ʙ̏ຊͷӡߦͷͨΊɺ։業೔͸త৔ொͷӦ業Ұ൪
ిंͷൃं࣌ؒʢ಺ճΓ10࣌̍෼ൃʣͷલʹ͍͔޲·͕ͨ͠レッドカーϖッτͷย෇͚͕ߦΘΕ
͓ͯΓӦ業Ұ൪ిंͷલʹࣜయ༻ిंͷग़ൃ͕ࣜߦΘΕ͍ͯͨΑ͏Ͱ͢ɻ
త৔ொిఀͰ͸広ిࣾһ͞Μ͕։業ه೦カードΛ഑෍ʢࣸਅ̓ʣɻ಺ճΓిఀͷচλΠϧʹ͸چ
ిఀ͔ΒҠઃͨ͠ंిܕچͷλΠϧʢࣸਅ̔ʣͱ৽ௐͨ͠৽ंిܕͷλΠϧʢࣸਅ̕ʣ͕চʹ০
ΒΕ͍ͯ·͢ͷͰੋඇ୳ͯ͠Έ͍ͯͩ͘͞ɻ

� �

಺ճΓͷҰ൪ిंʢ5207߸ʣ͸ఆࠁΑΓ΋஗Εͯ౸ணʢࣸਅ10ɺ11ʣɻલ໘૭಺ଆʹʮ॥؀ઢʯ
ͷϓレーτ΋ܝग़͍ͯ͠·͢ɻ֎ճΓͷҰ൪ిंʢඃ͹͘ిं652߸ʣ΋ఆࠁΑΓ΋஗Εͯ౸ண
ʢࣸਅ12ʣɻंిܕچ͸લ໘֎ଆʹؙ͍ʮ-001 -*/&ʯͷϓレーτΛܝग़͍ͯ͠·͢ɻ
॥؀ઢͷӦ業Ұ൪ిंΛ಺ճΓ͸࠷৽ܕʢ5207߸ʣɺ֎ճΓ͸ඃ͹͘ిंʢ652߸ʣ͕ͦΕͧΕ
୲ͬͨͷ΋広ిͷྺ্࢙ɺҙຯਂ͍ͳͱ͡ײ·ͨ͠ɻ

� �

■循環線に乗車
॥؀ઢʹ͍ͭͯಛච͢΂͖߲ࣄͱͯ͠レτϩిंʢඃ͹͘ిं651߸ɺ652߸ɺݩେަࢢࡕ௨ہ
913߸ɺݩ੢మ602߸ʣͷݻఆӡ༻ʢݶؒظఆʣ͕͛ڍΒΕ·͢ɻ·ͨɺ॥؀ઢͷं྆૸ߦҐஔΛ
֬ೝͰ͖ΔサΠτ͕͋Γ྆ंܕچͷࡱӨΛ͏ߦమಓϑΝンʹͱͬͯ͸͋Γ͕͍ͨサーϏスͰ͢ɻ
॥؀ઢ։業ͷཌिʹҴՙொ͔Β֎ճΓͰ広ిຊࣾલ·Ͱ582߸ʹ৐ंʢࣸਅ13ʣ͠·͕ͨ͠॥؀
ઢԊઢٴͼ広ిຊࣾલʹ͸ཱ೿ͳカϝラΛͨ͑ߏమಓϑΝン͕ଟ͘ΈΒΕ·ͨ͠ɻ4/4ʹ͸ܕچ

ʢࣸਅ̐ʣత৔ொۂઢ

ʢࣸਅ10ʣҰ൪ిंʢ಺ճΓʣ

ʢࣸਅ̓ʣ։業ه೦カード

ʢࣸਅ̑ʣత৔ொిఀʢ಺ʣ

ʢࣸਅ11ʣҰ൪ిंʢ಺ճΓʣ

ʢࣸਅ̔ʣత৔ொλΠϧʢܕچʣ

ʢࣸਅ̒ʣత৔ொిఀʢ֎ʣ

ʢࣸਅ12ʣҰ൪ిंʢ֎ճΓʣ

ʢࣸਅ̕ʣత৔ொλΠϧʢ৽ܕʣ
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ं྆ΛࡱӨͯ͠アッϓ͍ͯ͠ΔํΛଟ͚͔͘ݟ·͢ɻ
ࣗ෼͸෱Ԭग़਎ͳͷͰػձ͕͋Ε͹ݩ੢మ602߸ͷࡱӨɺ৐ंΛ͓͖͍ͯͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
৐ं౰೔͸広ిຊࣾͰ։࠵ʢ4�24ʙ5�10ʣͷʮΖΊΜͯΜʯʢͻΖͰΜɺͷ͖ͧݟలʣ΋ݟ学͠
·ͨ͠ɻలࣔձ৔Ͱ͸Ӻલେڮϧーτͷ੔උʹ࢖༻ͨ͠ಛघͳࡐࢿ΍ɺഇ͞ࢭΕͨిఀͷ؃൘ɺ
॥؀ઢͰӡ͢ߦΔレτϩిंͰ͍ͯͬ࢖Δಓ۩ͳͲͷ࣮෺ͳͲ͕లࣔ͞Εɺ広ిϑΝンͷ਌ࢠ࿈
ΕͳͲͰ೐Θ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

■ちょっとだけ気になること
॥؀ઢ։業લ͸މொ͋ͨΓ͔Β広島Ӻʹࡍ͏͔޲ɺ΄΅100ˋʮ広島ӺߦʯͷͨΊߦઌදࣔ͸શ
؀ঢ়ઢ֎ճΓ͕΍͖ͬͯ·͢ɻʹك͸೔தɺޙ৐ं͍ͯ͠·͕ͨ͠ɺ॥؀ઢ։業ͣͤʹؾ͘
॥؀ઢͷं྆ʹ͸ઌड़ͷͱ͓Γલ໘ʹʮ॥؀ઢʯͷϓレーτ·ͨ͸ؙ͍ʮ-001 -*/&ʯͷϓ
レーτΛܝग़͍ͯ͠·͕͢ɺ֎ࠃਓ٬ޫ؍ͷํʑ͕͏͔ͬΓ॥؀ઢͷं྆ʹ৐ΓࠐΜͰ͠·͍త
৔ொ·Ͱͯͬߦͼͬ͘ΓʂͳΜͯ͜ͱʹͳΒͳ͍ͩΖ͏͔ɺҴՙொΛൃं͢Δલʹंঠ͞Μ͕೦
ͷͨΊʹं಺८ճͯ͠ʮ͜ͷిं͸広島Ӻʹ͸͖ߦ·ͤΜΑɻʯͱ೦ԡ͢͠ΔͷͩΖ͏͔ɺͱؾʹ
ͳ͍ͬͯ·͢ɻ

■次の注目は広島駅ビル大屋根架設
広ిͷྺ࢙ʹ࢒Δେڮϧーτ։業ɺ॥؀ઢ։業͕ແࣄ੒ब͠·͕ͨ͠ɺ広島Ӻʹண໨͢Δͱ·
Ͳ͜Ζ͕͋Γ·͢ɻݟͩ·ͩ
広島ӺϏϧͷେ԰ࠜՍઃܭը͸広島Ӻͷ広ిϗーϜશମΛ෴͏େ԰ࠜʢதԝ෦෼ɿ௕͞໿27̼ɺ

෯໿16Nɺॏ͞໿80τンʣͰ2028೥౓·Ͱʹ̏ճʹ෼͚ͯஈ֊తࢪ工༧ఆͰ͢ɻୈ̍஄͸2026೥
݄̒̎೔ਂ໷ʙૣேʹதԝ෦෼ͷ෯16̼ɺೆޱͷ工ࣄϠードͰ૊Έཱͯͨॏ͞໿80τンͷ԰ࠜʢࣸ
ਅ14ʣΛクレーンͰͭΓ্͛広ిϗーϜ্ͷ̎ຊͷ支பʹਾ͑෇͚Δ༧ఆͰ͢ɻ
ઌड़ͷʮΖΊΜͯΜʯʹͯలࣔ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ʢࣸਅ15ʣɻ͕ܕ੒༧ఆͷ͕࢟Θ͔Δ建ங໛׬
݁ͼʹɺ͜Ε͔Β΋広島ͷ֗ͷ੔උൃలΛݟಧ͚͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

ʢࣸਅ13ʣ582߸ ʢࣸਅ14ʣ૊ཱதͷେ԰ࠜ ʢࣸਅ15ʣ׬੒༧ఆ໛ܕ
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・事務所のこと!!
੢৚຤広ொͷؓ੩ͳॅ୐஍ͷԞʹ͋Δɺங80೥Ҏ্ͷฏࢢձࣾ4"/:6広島Ӧ業ॴ͸౦広島ࣜג
԰ݹຽՈΛリϑΥーϜͯ͠ોͬͨ建෺Λࣄ຿ॴͱͯ͠2024೥݄̐ʹ։ॴ͠·ͨ͠ɻ+3੢৚ӺΑΓ
౦ʹਐΈెา̑෼ͷͱ͜Ζʹ͋Γ·͢ɻʮ෱ඒਓʯͷ࿃נ଄ΓͷԎಥͷೆଆ͙͢Ͱ͢ɻ

・酒蔵通りのこと!!
օ༷͝ଘ͡ͷํ͕ଟ͍͔ͱ͍ࢥ·͕͢౦広島ࢢ੢৚͸ɺʮञ౎ʢ೔ຊञʣʯͱͯ͠શࠃతʹ஌
ΒΕ͍ͯΔ֗Ͱ͋Γ·͢ɻӺͷۙ͘ʹ͸നนͷඒ͍͠ञଂ͕ฒͼɺʮञଂ௨Γʯͱݺ͹Ε͓ͯΓ
·͢ɻ͜ͷ৔ॴΛॳΊͯ๚Εͨ࣌͸ͪΐ͏Ͳଂ։͖ͷ࣌ظͰ֤ʑͷञଂͰ͕͋ؾ׆Γ௕͍ྺ࢙ͱ
ਓʑͷ฻Β͕͠ଉͮ͘ಛผͳۭؒͩͱ͡ײ·ͨ͠ɻ
ͦΕͰ͸ञଂ௨ΓͷࡦࢄʹͰ͔͚·͠ΐ͏ʂʂ
+3੢৚ӺೆޱΑΓెาͰ͙͢ɺ࿃נͷ͍ߴԎಥ΍ͳ·͜นɺ੢৚͕֨ࢠग़ܴ͑ͯ͘Ε·͢ɻ࣌
୅Λ͔͞ͷ΅ͬͨੲͷͳ͔͍ͭ͠෩͡ײ͕ܠΒΕΔझ͕͋Γ΄ͲΑ͍ڑ཭ʢ౦੢̍ᶳҎ಺ʣʹ̓
·ҿ͕Ͱ͖Δଂ͕ଟ͘ҿฌӴʹ͸ͨ·Γࢼ௚ചॴͰͷʹܰؾͷञଂ͕͋Δͷ͕͍͍Ͱ͢ɻຢɺݢ
ͤΜʂ
ͳΜͱ͍ͬͯ΋൒೔΋͋Ε͹͢΂ͯͷञଂΛ੍೼Ͱ͖ࣗ෼ͻͱΓͰ΋஥͕ؒͦΖͬͯ΋マΠ
ϖースͰҿΊΔͷ͕ߴ࠷Ͱ͢ɻ

第129回
「酒の香りと日本の懐かしの風景～

（西条酒蔵通りの古民家事務所)」

私の
お気に
入り

賛助会員　株式会社ＳＡＮＹU
広島営業所　　冨永　雅己

岡山県に本社がある「信頼と感謝」をモットーに40年
「土質調査」・「地盤補強工事」を主に営業種目とする会社です。
お見知りおきの程どうぞ宜しくお願い致します。
※広島県出身　好きな日本酒(銘柄)：亀齢
マイブーム:スポーツ観戦(もちろんカープ)、ウォーキング、サウナで整う事

三友土質エンジニアリングから社名を変更しました。
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・次は酒蔵に潜入します!!（いくつか紹介します）

ʮ੢৚௽ʯ・・・ञ଄Γͷ࡞業工ఔ͕ॆ࣮͍ͯ͠Δɻ
ʮُྸʯʢࢲͷਪ͠ʣ・・・͓ञ΋͏·͍͕ञപ΋༗໊	؁ञɺञപੴݨͳͲ
Ͱ͢ɻ
ʮ෱ඒਓʯ・・・ྺ୅૯ཧͷච੻ͷʮࠃञʯͷ৭͕ࢴలࣔ͞Ε͍ͯΔɻ
ͦΕͱɺͳΜͱ͍ͬͯ΋カーϓͷʮݩ૆ͨΔืۚͷ୬ʯ͕͋ΔͷͰඞݟͰ͢ɻ
ͦͷଞۙ࠷Ͱ͸ଂ΍ݹຽՈΛׂ͔ͨ͠׆๑ྉཧ店ɺレスτランɺ͓͠ΌΕͳカϑΣͳͲ෯広͍
ड͚ΒΕ͓ͯΓ·͢ɻݟ٬΁ͷରԠ͕ޫ؍
ྺ࢙͋Δ֗ฒΈͷञଂʹ଍Λ౿ΈೖΕΔͱλΠϜスリッϓͨ͠ؾ෼ʹͳΓͦΕͧΕͷଂʹݟͲ
͜Ζ͕͋Δͷ΋ମݧͰ͖·͢Αɻ

・お酒のいのち!!
੢৚Ͱञ଄Γ͕੝Μʹͳͬͨཧ༝ʹ͸ɺʮࠐ࢓ΈਫʯͷྲྀΕΔྑ࣭ͳઘʢ஍Լਫʣ͕͍ͨΔͱ͜
Ζʹ͋Δ͜ͱͰ͢ɻ೔ຊञ଄Γͷ໋͸ਫͩͱݴΘΕ͓ͯΓ·͢ɻ஍Լ͔Β༙͖ग़Δೈਫ͸·Ζ΍
͔ͰҿΈ΍͍͢ञΛੜΈग़͠໌࣏࣌୅͔Βଟ͘ͷञଂ͕͜ͷ౔஍Ͱൃల͠ɺࡏݱͰ΋఻౷తͳ੡
๏ΛकΓͳ͕Βञ଄Γ͕ड͚ଓ͚ΒΕ͓ͯΒΕ·͢ɻञଂͷલʹ͸Ҫ͕͋ށΓɺॅຽͷํʑ͕ே
ૣ͔͘ΒҪ༙ށਫΛټΈʹ͜ΒΕ͓ͯΓɺञ଄Γ͚ͩͰͳ͘஍Ҭॅຽͷੜ׆ʹ΋ؔΘΓ͕͋Δࣄ
͕Θ͔Γ·͢ɻ
ࣗ༝ʹҿΊΔ৔ॴ΋͋Γʮར͖ञʯͳΒ͵ʮར͖ਫʯ΋ָ͠ΜͰΈͯ͸͍͔͔Ͱ͠ΐ͏͔ʁ

・新酒造り!!
ෆઁੜؾຯͷࢲ͸ே΢ΥーキンάʹऔΓ૊ΜͰ͓Γ·͢ɻ͢ࡦࢄΔʹ΋ɺͪΐ͏Ͳ͍͍֗ฒΈ
ͳͷͰ࢛قΛײޒͰ͡ײΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ͓͔͛͞·Ͱؾ෼తʹ΋ௐ͘ྑ͕ࢠͳ͕ͬͨ͠ؾ·͢ɻ
ʢࣗݾຬ଍Ͱ͕͢ʣಛʹ৽ञ଄Γʢྫ೥11݄Լ०͔Βཌ೥݄̎ࠒʣʹ͸ேૣ͔͘Βന͍Ԏ͕΋͘
΋͘ͱͨͭ௝͍͠ޫૣ͕ܠேʹݟΒΕΔͷͰ͓קΊͰ͢ɻ
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ձһͷօ༷ɺʮࢲͷ͓ؾʹೖΓʯͷ౤ߘΛਵ࣌ืू͓ͯ͠Γ·͢ɻ
ձʢి࿩ʢ082ʣ221ʵ0600ʣ·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻڠ　

・酒まつり!!
ຖ೥ळʹ։͞࠵ΕΔʮञࡇΓʯ͸ɺ੢৚Λ୅ද͢Δେ͖ͳΠϕンτͰશ֤ࠃ஍͔Βଟ͘ͷ໏
ञɺάϧϝͦΕΛຯΘ͏ҝͷ٬͕ޫ؍๚Εɺொ͸Ұ೥Ͱ࠷΋͖ͮؾ׆·͢ɻञࡇΓͰ͸ɺීஈ͸
ͳ͔ͳ͔ຯΘ͑ͳ͍஍ํͷञΛҰ౓ʹָ͠ΊΔͨΊɺ೔ຊञ͖޷ʹͱͬͯಛผͳػձͱͳ͓ͬͯ
Γɺ԰୆΍ɺԻָԋ૗ɺ఻౷ܳೳͳͲ΋ߦΘΕɺࢠͲ΋͔Βେਓ·Ͱָ͠ΊΔࡇΓͱͳ͓ͬͯΓ
·͢ɻ
ϋンドϧキーύーͷํ͕͍Βͬ͠ΌΕ͹ฐࣾࣄ຿ॴறं৔Λఏͯͤ͞ڙ௖͖·͢ɻ
ී௨৐༻ं̐୆ఔ౓ՄೳͰ͢ɻ
ୠ͠ɺंͰͷ͓ؼΓͷࡍʹ͸ɺઍௗ଍ͷ͝ݏػͳҿฌӴʢาऀߦʣʹ͸ॆ෼஫ҙͯͩ͘͠͞
͍ʂʂ
ฐࣾ஍ਤ͸ҎԼͷマッϓʹ͍ͯ͠ࡌه·͢ɻ
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న合ৄ໎技術者
ྫ和8೧度登録受付஦ʄ

న合ৄ໎技術者・న合ৄ໎ۂ務とはʃ
長期ݽఈۜཤܗ住宅峺屎崀展峢島峐峕35屖をཤ༽して中古住宅を߬೘す岥ࡏに必要な 展న合ৄ໎書屖
を発行でき岥建築士の屭とです。書類৻査・ݳ地調査を行い、住宅金融支援機構のخ६に適合して
い岥かを൓ఈします。

న合ৄ໎技術者がଏりませ岭ʄʄ

新築住宅Ճ格の高ಇにより஦ݻ住宅のऩགྷがଁՅしています。さらに長غ金ཤが上তܑ޴で、
長ݽغఈ金ཤܗローンのऩ要も֨大しています。フラット35をཤ༽した中古住宅߬೘はଁ加ܑ޴
にあり、న合ৄ໎技術者のऩགྷは高ま屽岀います。

2026೧4݆ 峢島峐峕35の制度が大屧く֨ै彁

༧資৏ֻݸをӀ৏屬

8,000ຬԃˢ季1Ա2,000ຬԃ

஦ݻ住宅の༧資ࣰ੹

前年ౕർ30ˍଁՅ

ྫ和8೧度登録のགྷ݇・֕གྷ
登録申請者 建築士๑第23条の3にخ屿く建築士事務ॶの֋設者

登録ଲে者 建築士事務ॶにॶ଒す岥建築士で、既存住宅状況調査技術者の資格を༙する๏

登録受付期間 登録૯口ごとにҡなります。最新情報は支援情報サイト（https://www.kyj.jp）をご確認ください。

講習期間 登録૯口ごとにҡなります。岷崀島岱崀講習岜ࣰࢬ します。上記の支援情報サイトをご確認ください。

受講ྋ・登録ྋ ण講ྋ 16,500ԃ（੭込・峓岺峆峕େ込）ʙ登録ྋ 1೧間 7,700ԃ・2೧間 15,400ԃ・3೧間 23,100ԃ（੭込）

登録༙ް期間 令和9年4月1日から。既存住宅状況調査技術者資格の༙ްݸغにより、登録ؔغは1ʛ3年ؔでҡなります。

६を؉和خ建岀のজ໚੷ރ

70ᶹˢ季50ᶹҐ৏

న合ৄ໎技術者は居ますますӀ屽௃りだ屭にʄ
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登録窓口・講習申込先一覧
建築士事務所が所在する各都道府県の建築士事務所協会へお申込みください

お申込み・登録に関するご案内

■申請に必要な書類（登録申請書・確認書など）は「住宅金融支援機構フラット35（中古住宅）等

適合証明技術者支援情報（https://www.kyj.jp）」からダウンロードできます。（右QRコードよりアクセス可）

■受付期間・講習日程は登録窓口ごとに異なります。最新情報は上記支援情報サイトをご確認ください。

■既存住宅状況調査技術者講習（更新講習）との同日講習を行う会場もあります。

■登録証明書は令和9年3月中旬以降、登録機関事務局から技術者宛てに発送します。

■登録申請時に既存住宅状況調査技術者資格を確認します。資格確認書類が未提出の場合、登録証明書を交付できません。

登録窓口（登録申請書 提出先）

登録制度・講習全般のお問い合わせ：（一社）日本建築士事務所協会連合会 TEL 03-3552-1281 URL https://www.kyj.jp

名称 所在地 TEL

（一社）北海道建築士事務所協会 〒060-0806 
札幌市北区北6条西6-2 設計会館9階 011-788-7650

（一社）青森県建築士事務所協会 〒030-0803 
青森市安方2-9-13 青森県建設会館5階 017-773-1596

（一社）岩手県建築士事務所協会 〒020-0016 
盛岡市名須川町18-16 建築会館 019-651-0781

（一社）宮城県建築士事務所協会 〒980-0011 
仙台市青葉区上杉2-2-40 宮城県建築設計会館 022-223-7330

（一社）秋田県建築士事務所協会 〒010-0951 
秋田市山王3-1-7 東カンビル6階 018-865-1225

（一社）山形県建築士事務所協会 〒990-0023 
山形市松波4-1-15 山形県自治会館3階 023-615-4739

（一社）福島県建築士事務所協会 〒960-8061 
福島市五月町4-25 福島県建設センター5階 024-521-4033

（一社）茨城県建築士事務所協会 〒310-0852 
水戸市笠原町978-30 建築会館2階 029-305-7771

（一社）栃木県建築士事務所協会 〒320-0032 
宇都宮市昭和2-5-26 028-621-3954

（一社）群馬県建築士事務所協会 〒371-0846 
前橋市元総社町2-23-7 027-255-1333

（一社）埼玉県建築士事務所協会 〒336-0031 
さいたま市南区鹿手袋4-1-7 埼玉建産連会館5階 048-864-9313

（公社）千葉県建築士事務所協会 〒260-0012 
千葉市中央区本町2-1-16 千葉本町第一生命ビル2階 043-224-1640

（一社）東京都建築士事務所協会 〒160-0022 
新宿区新宿5-17-17 渡菱ビル3階 03-3203-2601

（一社）神奈川県建築士事務所協会 〒231-0032 
横浜市中区不老町3-12 加瀬ビル201 2階 045-228-0755

（一社）新潟県建築士事務所協会 〒951-8131 
新潟市中央区白山浦1-614 白山ビル6階 025-265-4748

（一社）富山県建築士事務所協会 〒930-0094 
富山市安住町7-1 富山県建築設計会館2階 076-442-1135

（一社）石川県建築士事務所協会 〒921-8036 
金沢市弥生2-1-23 石川県建設総合センター5階 076-244-5152

（一社）福井県建築士事務所協会 〒918-8233 
福井市合島町3-1 福井県林業総合センター2階 0776-54-1552

（一社）山梨県建築士事務所協会 〒400-0031 
甲府市丸の内1-14-19 山梨県建設業協同組合会館2階 055-225-1251

（一社）長野県建築士事務所協会 〒380-0845 
長野市南長野西後町1597-1 長野表参道ビル6階 026-225-9277

（一社）岐阜県建築士事務所協会 〒500-8358 
岐阜市六条南2-13-2 058-277-9211

（一社）静岡県建築士事務所協会 〒420-0853 
静岡市葵区追手町2-12 静岡安藤ハザマビル7階 054-255-8931

（公社）愛知県建築士事務所協会 〒460-0003 
名古屋市中区錦1-18-24 いちご伏見ビル5階 052-201-0500

（一社）三重県建築士事務所協会 〒514-0037 
津市東古河町8-17 システックビル4階 059-226-4416

名称 所在地 TEL

（一社）滋賀県建築士事務所協会 〒520-0801 
大津市におの浜1-1-18 建設会館3階 077-526-4476

（一社）京都府建築士事務所協会 〒603-8163 
京都市北区小山南大野町1番地紫明会館1階 075-334-5277

（一社）大阪府建築士事務所協会 〒540-0011 
大阪市中央区農人橋2-1-10 大阪建築会館2階 06-6946-7065

（一社）兵庫県建築士事務所協会 〒650-0011 
神戸市中央区下山手通5-9-18 古河ビル4階 078-351-6779

（一社）奈良県建築士事務所協会 〒630-8115 
奈良市大宮町2-5-7 奈良県建築士会館 0742-34-8850

（一社）和歌山県建築士事務所協会 〒640-8045 
和歌山市ト半町38 建築士会館3階 073-432-6539

（一社）鳥取県建築士事務所協会 〒680-0022 
鳥取市西町2-102 西町フロインドビル 0857-23-1728

（一社）島根県建築士事務所協会 〒690-0886 
松江市母衣町175-8 建築会館 0852-23-2582

（一社）岡山県建築士事務所協会 〒700-0824 
岡山市北区内山下1-3-19 建築会館3階 086-231-3479

（一社）広島県建築士事務所協会 〒730-0013 
広島市中区八丁堀5-23 オガワビル2階 082-221-0600

（一社）山口県建築士事務所協会 〒753-0072 
山口市大手町3-8 山口県建築士会館内 083-925-6701

（一社）徳島県建築士事務所協会 〒770-0847 
徳島市幸町3-55 自治会館2階 088-652-5862

（一社）香川県建築士事務所協会 〒760-0018 
高松市天神前5-18 ルモンド田中ビル3階 087-812-3201

（一社）愛媛県建築士事務所協会 〒790-0002 
松山市二番町4-1-5 愛媛県建築士会館3階 089-945-5200

（一社）高知県建築士事務所協会 〒780-0870 
高知市本町4-2-15 高知県建設会館3階 088-825-1231

（一社）福岡県建築士事務所協会 〒812-0013 
福岡市博多区博多駅東3-14-18 福岡建設会館5階 092-473-7673

（一社）佐賀県建築士事務所協会 〒840-0041 
佐賀市城内2-2-37 建設会館内 0952-22-3541

（一社）長崎県建築士事務所協会 〒850-0874 
長崎市魚の町3-33 長崎県建設総合会館4階 095-826-7010

（一社）熊本県建築士事務所協会 〒862-0976 
熊本市中央区九品寺4-8-17 熊本県建設会館別館2階 096-371-2433

（一社）大分県建築士事務所協会 〒870-0016 
大分市新川町2-4-48 097-537-7600

（一社）宮崎県建築士事務所協会 〒880-0805 
宮崎市橘通東2-9-19 宮崎県建設会館4階 0985-29-1188

（一社）鹿児島県建築士事務所協会 〒890-0055 
鹿児島市上荒田町29-33 鹿児島建築設計会館 099-251-9887

（一社）沖縄県建築士事務所協会 〒901-2101 
浦添市西原1-4-26 沖縄建築会館 098-879-1311
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፭ᎬįႩဗ�࿪஽ආነਙടೄ઄ኃ講習�

व඘講習fオンライン講習्௹ƣƉࡎၾ

፭Ꭼ２年度より「৻ໜഉ༔ඡੳྔ௮ਙടೄ」で

あることが適合証明技術者の登録ጅଉですj

「適合証明技術者」は、ഉ༔ઞዩ౫࣍機ஓのフラットĪĬ（ཨଽഉ༔）、ఖ૛ഉ༔ዩಃ（ȕfȑースഉ

༔）ਸƨȕフォームዩಃ৵ሰ者等のࡕጘにৰƚき、ി፬ල௮ਸƨଵད調௮でዩಃ৵ሰᆾଉがഉ༔ઞዩ౫࣍

機ஓのৰമに適合しているかのᄕ࿊業務を行い、適合したᆾଉに適合証明ിを発行することができます。

「適合証明技術者」の登録には、登録ฑ度の内ዴ、࡝ਟਸƨ業務のഓጅตをഋ分認識していただくととも

に、的確に業務を行っていただくための講習の受講がਟ務付けられていますので、必ずご受講ください。

৻ໜഉ༔状ੳ調௮技術者のಃ६ዛ୲ৼ間と合Ǆせ、適合証明技術者のಃ६ዛ୲ৼ間をī月１日

（登録開始）からĪ年間とします。

¾ ೗ ௹ 者 ¾

੢௹gࡴᄤ社ཆሓ人ஃဥଡଔཝౠಈ務സ੤会fࡴᄤ社ཆሓ人日本ଔཝౠಈ務സ੤会連合会

੤፛gၤጵ行ทሓ人 ഉ༔ઞዩ౫࣍機ஓ

¾ 受 講 対 象 者 ¾

フラットĪĬ（ཨଽഉ༔）ਸƨȕfȑースഉ༔の適合証明業務ᇖƨにȕフォームの適合証明業務を行

う適合証明技術者の登録ያ࿊ଔཝౠ

¾ 日 時 ¾

講習日�講習ৼ間 開௹会場�ሑ式 ࿊ࡿ
෇௔受付ৼ間

※ဘ日ങఋ日は਷ƴ

፭ᎬįႩİଈĩ႘�෯�

講習時間 １ĪgĪħ⿤１Įgħħያ࿊

ஃဥଡଔཝౠ事ኃസ੤व

ଔཝǠȘン
ஃဥ౦ཨતᄄོቋ5-23

オǗȚビル2ॎ

１ĭ኎
Į月１日（෯）⿤

į月２１日（ઞ）

፭ᎬįႩĨħଈ į႘�ኪ�
¹৻ໜഉ༔ඡੳྔ௮ਙടೄ講習Ɲ၍႘्௹

講習時間 １ĪgĪħ⿤１Įgħħያ࿊

ஃဥଡଔཝౠ事ኃസ੤व

ଔཝǠȘン
ஃဥ౦ཨતᄄོቋ5-23

オǗȚビル2ॎ

１ĭ኎
Į月１日（෯）⿤

İ月２Ĭ日（ઞ）

፭ᎬįႩ įଈ Ĭ႘�෯�

⿤ įଈĨį႘�औ�

オンライン講習

�༌Ĩৼ�
⿜

Į月１日（෯）⿤

Į月２２日（෯）

፭ᎬįႩ İଈĨĭ႘�෯�

⿤ İଈĩİ႘�औ�

オンライン講習

�༌ĩৼ�
⿜

Į月１日（෯）⿤

İ月２日（෯）

፭ᎬįႩĨħଈĩį႘�෯�

⿤ĨĨଈĨħ႘�औ�

オンライン講習

�༌Īৼ�
⿜

Į月１日（෯）⿤

１ħ月１ī日（෯）

፭ᎬįႩĨĩଈ İ႘�෯�

⿤Ĩĩଈĩĩ႘�औ�

オンライン講習

�༌īৼ�
⿜

Į月１日（෯）⿤

１１月２Ĭ日（෯）

¾ĺŇĻについて¾

本講習会はଔཝĺŇĻගሇ提供ฑ度の認࿊Ȃログラムとして開௹するያ࿊（Ī༳ࡔ）
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¾ 講 習 内 ዴ ¾

内 ዴ 時 間

適合証明業務のॗጅf࡝ਟ、೚続f対象となるഉ༔fጺれ、ࡴ୅ଔて等、໵ਵต

ৰമ、マンション、৻ໜഉ༔状ੳ調௮ଅऐঊ用、フラットĪĬŊfࡥಏᇱ全૙、

ଙ௮൶ጸ、ി式、ଙ௮थ୥ಈ፯fň´ĸ、適合証明業務システム、フラットĪĬ

ཨଽȂラス など

１İĬ分
※会場講習の場合、

ထཨ਷ૠを৞Ƶ

理解度確認チェックシート解း用౸਋ႚ １Ĭ分

¾受講ፍ等ࡴጥ表¾                                （ฯ௔）

৻ໜഉ༔状ੳ技術者

ዛ୲ৼ間（ዛ୲ৼ଺）

適合証明技術

者登録ৼ間
登録ፍ 受講ፍ

※テキスト༉৞Ƶ
஽૱

2028（፭Ꭼ10）年3月31日 １年間 ࣅ7,700

ࣅ16,500

ࣅ24,200

2029（፭Ꭼ11）年3月31日 ２年間 ࣅ15,400 ࣅ31,900

2030（፭Ꭼ11）年3月31日 Ī年間 ࣅ23,100 ࣅ39,600

※Ⴖ付した受講ፍは、೗௹者の฽により講習を受講できなかった場合をൊき、ᇪ৔しません。

※፭ᎬĬfĭ年度と講習内ዴ、テキストが同様のため、፭ᎬĬ年度に登録ৼ間２年間、፭Ꭼĭ年度に

登録ৼ間１年間で登録されたሑのƴテキストமႚを不ጅとすることが可能です。なお、講習ဴ日に

おಏƖのテキストをごಏౄください。

※৻ໜഉ༔状ੳ調௮技術者講習は໢講習機৘ಲ౮のものもዛ୲です。

¾ ව ௔ ๐ ¾

ஃဥઠ行 ᄄོቋ౫࿷
シȏ）ǽロシマǜンǜンチクシジムシȓキȓウカイ

ᆗྫྷደઞ ŅŦe１ħ１İ２Įī ஃဥଡଔཝౠಈ務സ੤会（社ࡴ）

※ව௔೚෾ፍはごᆟ༶いただきますようお願いいたします。

※受付ັ୵でのଵઞᆻいも可能です。

¾ ෇ ௔ ๐ ¾

ᄤ社ཆሓ人ࡴ ஃဥଡଔཝౠಈ務സ੤会

登録ᄮ஼gŋĭ２īħħħĬħħħĮįĪ

ÆĮĪħ⿜ħħ１Ī ஃဥ౦ཨતᄄོቋĬᄮ２Ī஼オǗȚビル２Ľ

ŋļŃgħį２⿜２２１⿜ħĭħħ � ļメールgŠťŝŦ¶ş⿜ŘŘŘ.šŧ

※෇௔受付時間 １ħgħħ⿤１１gĪħ�１Īgħħ⿤１ĭgħħ

◆ ෇ ௔ ሑ ሓ ◆

Ғ �፭Ꭼį年度「適合証明技術者業務講習」受講෇௔ി�（ĸīサイǥ）

ғ �登録෇ษി�（ĸīサイǥ）

Ҕ �適合証明業務に৘する確認ി�（ĸĪサイǥ）

※上਋Ғ⿤Ҕの用౸は（ࡴ社）ஃဥଡଔཝౠಈ務സ੤会にメールをいただけれƥ、メールでǲー

タをおຽりします。メールアǴレス info（ɂ）h-aaa.jp ଉ኎は「適合証明技術者業務講習

෇௔」          （ɂ）は¶に໫Ɩᇥえてください。

とおിきください。

ҕ 必ጅಈ項を਋ႚしたҒ⿤Ҕのി፬と下਋の必ጅി፬等をമᅏf作ถし、受付ັ୵ƭಏౄቦはዧຽ

してください。
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  f必ጅി፬等

（1）ဒၗᆒଡཐಈまたは౪࿊ಈ務സ登録機৘が発行した、ଔཝౠಈ務സ登録を証するി፬の

಼し

ྞઝのಈ務സ登録෇ษിᆱ本（༌ࡴኜ）の಼し。ただし、新ਊf更新登録র了後、登録内

ዴにᇥ更（༉表者ᇥ更f኎ൺᇥ更fസఓདᇥ更等）があった場合は、ड़ဴಈ項のᇥ更をၫ

けഞたଔཝౠಈ務സ登録ಈ項ᇥ更ၫの಼しもᇏせて提ഞすること。

また、ଔཝౠಈ務സ登録証明ി（ମ本）の࿸付でも可。

（2）登録ያ࿊ଔཝౠのଔཝౠኘ੔証、またはኘ੔証明ിの಼し

（3）登録ያ࿊ଔཝౠのカラー証明಼෉（ഒĪ.ħӂ�ࣧ２.īӂ）

会場講習の場合gĩ቙ � オンライン講習の場合gĨ቙

※登録෇ษിのസ࿊ጡƭ࿻付すること。会場講習の場合、ౖりの１቙は受講ᅲ࿻付用。

※ኅራ、ኅგ૤、ฝኜ（੷ᆪより上ᆪ分）を಼したもので、ĭカ月以内に撮影したもの。

※წோ不可、ǲジタルカメラのȂȕントカラー಼෉可、スナッȂ಼෉不可。

（4）୰的機৘発行の಼෉付きಃ६証等（ࢥ࿼ኘ੔証、パスポート等）の౳኎と಼෉が確認で

きるി፬の಼し

※上਋の確認できるി፬がない場合には、ᇱ଩証のコǿーをಏౄの上、ဎᎩያ࿊ଔཝౠ቎෗

が登録ັ୵で෇ษを行うこと。

（5）৻ໜഉ༔状ੳ調௮技術者講習のೲ了証明ി、ቦはಃ६者証の಼し

※፭Ꭼİ年度以வዛ୲なもの（ዛ୲ৼ間が２ħ２į（፭Ꭼ１ħ）年Ī月Ī１日以வ）

※፭Ꭼį年度内に新ਊ講習ቦは更新講習を受講ያ࿊の場合は、受講ያ࿊である౯を෇ഞて、

ೲ了証明ിቦはಃ६者証がၫき಑༌その಼しをĽĸŏቦはļメールにて提ഞすること。

（6）登録開็者のࡽ৕

アe登録開็者がሓ人の場合

ሓ務અၫഞの༉表社ࡽ（ঢ়ࡽ） ※シȎチǺタࡽは不可。

※ዧຽの場合はࣥࡽの上、おຽりください。

。ください࡝ሬれのኅいようご཯ࡽࣥ
イe登録開็者が଼人の場合

  登録開็者のࡽ৕

（7）登録ያ࿊ଔཝౠのࡽ৕

（8）受講ᅲᇪම用ᆫ္（โ೚࿻付のこと）※ዧຽでの෇௔ƴの場合のƴ

Җ 受講ፍf登録ፍfテキスト༉をັ୵でお౫ᆻいください。ዧຽの場合は、౪࿊ઠ行୵௶ƭව௔の

上、ව௔ઞ受೘ിƹ利用明఍などව௔が確認できるി፬の಼しの同ᆫしてください。インターǸ

ットバンキング利用時は、ව௔র了画ኜをȂȕントアウトしてください。

¾ ཯ ࡝ ಈ 項 ¾

１）登録ያ࿊ଔཝౠ本人以外は受講できません。

２）受講ᅲをဴ日必ずごಏౄの上、受付にご提示ください。

Ī）講習テキスト「適合証明技術者ಲ務೚ࢂ ፭Ꭼį年度ू࿛ᄟやは講習会ဴ日におဍしいたします。

オンライン講習の場合は受講ৼ間開始日の１ഃ間前を目ထに、（ࡴ社）日本ଔཝౠಈ務സ੤会連合

会からઌ務๐のごഉസƭຽ付します。

ī）講習終了後に理解度確認チェックを行います。必ずࣚᅤと൯しǟムをごಏౄください。

また、ഓጅङസのチェックには૰୯ȅン等が必ጅとなりますので、ᇏせてごಏౄください。

Ĭ）講習を受講しない場合、「登録証明ി」は୪付されません。ཛ௅、ထཨ༄ಬした場合も同様です。

ĭ）「適合証明技術者登録証明ി」は、፭Ꭼİ年Ī月ཨപ以வ、登録機৘ಈ務અから技術者ࡀてに৊࡟

ിጽでዧຽいたします。

Į）Ⴖႚされた受講ፍは、೗௹者の฽により講習を受講できなかった場合をൊき、ᇪ৔しません。

◆ ƒ ƣ ໢ ◆

f適合証明業務開始日、適合証明業務システム利用開始日は、2027（፭Ꭼ 9）年 4 月 1 日です。

f登録証明ി୪付前に登録ගሇがᇥ更になった場合は、登録ັ୵でお೚続きください（ଔཝౠሓ༌ 23

ඞのĪによるଔཝౠಈ務സについての更新の登録を受けた場合も同様です）。

f2027（፭Ꭼ 9）年 4 月 1 日以வに登録ගሇがᇥ更になった場合は、໒ƹかに登録ັ୵にᇥ更ၫを提ഞ

してください。なお、ᇥ更ၫ提ഞ後、新たな登録証明ിを発行するまで最ྙ１カ月࿘度かかる場合が
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あります。

◆オンライン講習 動画視聴環境について◆

「適合証明技術者業務講習」のオンライン講習は、株式会社サイバー大学が提供する Cloud Campus

のサービスを利用しています。受講にあたっては、必ず以下の項目をご確認ください。

■ Web カメラについて

Web カメラを使用した顔認証（生体認証）で本人確認を行いますので、Web カメラがない場合は受

講できません。以下の Web カメラが使用できるかご確認ください。

〇 パソコン内蔵のカメラ

〇 外付けカメラ（30 万画素以上で認識する Web カメラ）

〇 モバイル端末のカメラ（スマートフォン、タブレット等）

動画視聴前に、２回連続でカメラ撮影を行います。１回目の撮影で本人画像を登録し、２回目の撮

影で動画視聴の際の本人確認を行います。理解度確認チェック開始前にも同様に撮影し、本人確認を

行います。

カメラ撮影では、マスク等の顔を覆うものはご使用いただけません。エラーで、再撮影となります。

■ 推奨環境について

以下の URL から、最新の推奨環境をご確認ください。

［Cloud Campus サイト］ https://cc.cyber-u.ac.jp/about/function/#environment

※ 2020 年 12 月 31 日の Adobe Flash Player サポート終了に伴い、Microsoft Edge、Internet 

Explorer での顔認証機能がサポート対象外となったため、同ブラウザでの受講が不可とな

りました。そのため、Google chrome または Safari が推奨環境とされておりますので、環

境を整えていただき、ご受講いただきますようお願いいたします（最新のブラウザ推奨バー

ジョンについては、Cloud Campus サイトでご確認ください）。

■ 注意事項

〇 ブラウザの表示倍率を 100％にして視聴してください。150％等の倍率ですと、動画全体が表示さ

れない場合があります。（ctrl キー+マウスのホイール上下で調整可能）

〇 Cloud Campus を操作する際は、ブラウザの［戻る］［停止］［更新］などのボタンは使用しないで

ください。 セッションエラーが発生する場合があります。

〇 別のログイン ID で同じブラウザを使用するとエラーが発生します。サインアウトをしてからご

利用ください。

〇 サインイン後、30 分以上操作をしない状態が続くとタイムアウトとなり、自動的にサインアウト

します。ご利用の際は再度、サインインしてください。

〇 サーバーのメンテナンス等により、受講できない時間帯が発生することがありますので、時間に

余裕をもって受講してください。
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木造建築の申請サポート建築素材の製造販売 装飾ガラスの製造販売

マンション修繕工事・公共他工事
内外装リフォーム・店舗デザイン

〒731-0135　広島市安佐南区長束4丁目17‐7
TEL:082-238-1511 / FAX:082-238-1513

⼀級建築⼠事務所
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「建築士事務所のための法律相談窓口」の制度変更について（お知らせ）

日頃より、当協会の事業推進にご協力いただきありがとうございます。

さて、正会員の皆様にご利用いただいている建築士のための法律相談窓口ですが、令和８年４月から次のとおり

制度を変更しましたので、よろしくお願いします。
  

３月まで 相談回数は最初の相談日から１年以内で合計３回まで無料とする。

変 更 後 相談回数は１年（４月から翌年３月）で 1回に限り無料とします。

《令和８年 4月から》

建築設計・監理やその他なんでも法律関係のことでお困りの方、
当協会の委託法律事務所が無料で相談に応じます。
※ 協会正会員に限ります。

※ 面談による相談です。（原則、電話による相談はできません）

※ 面談場所は、委託法律事務所内（広島市、尾道市、大竹市）です。

※ 相談に限り無料です。解決に向けて事件の受任を依頼する場合などは有料です。

※ 相談回数は１年（４月から翌年３月）で 1 回に限り無料とします。

相談回数が１回を超える場合は、相談者の負担で引き続き相談をすることができます。

※ 委託法律事務所と利害関係のある案件を除きます。

※ 相談については法律事務所限りとし、事務所名や相談内容の詳細については事務所協会

への報告はありません。

≪連絡先≫

弁護士法人広島みらい法律事務所
（協会委託法律事務所）

電話 082-511-7772 受付時間 9：00～18：00（平日）

※電話の際、「当協会の法律相談」である旨、「当協

会会員」である旨お伝えください。

※相談内容については法律事務所限りとしています。

相談者名や相談内容の詳細については、法律事務所から当協会への

報告はありません。

※相談者から当協会への連絡の必要はありません。

建築士事務所のための法律相談窓口

まずは、気軽に法律事務所へご一報を！
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（太平洋マテリアル㈱  中国支店内）

☎ 082-262-3110

☎ 0849-33-4704

☎ 0827-22-1266

☎ 082-277-2371

☎ 082-272-3773

㈱ 愛 晃

ア マ ノ 企 業 ㈱

㈱カシワバラ・コーポレーション

㈱ カ ネ キ

小 島 建 興 ㈱

☎ 082-236-6333

☎ 082-295-8600

☎ 082-291-1631

☎ 082-516-1070

☎ 082-426-1630

㈱コンステック広島支店

三 共 化 学 工 業 ㈱

㈱ サ ン ゼ オ ン

㈱ テ ク シ ー ド

㈱ ポ リ テ ク ノ



　ʢਖ਼ձһʣ
　　˓ηキスΠϑΝϛΤスத࢛ࣜגࠃձࣾ広島੢支店ೋڃ建ங࢜ࣄ຿ॴ
຿ॴࣄ建ங࢜ڃձࣾ広島੢支店ೋࣜגࠃ৽ɿηキスΠϑΝϛΤスத࢛　　　　ߋ຿ॴ໊শมࣄ　　　
຿ॴࣄ建ங࢜ڃձࣾ広島੢支店ҰࣜגࠃɿηキスΠϑΝϛΤスத࢛چ　　　　　　　　　　　　　　

　　　୅දऀมߋ　　　　　　৽ɿ୅දऔక໾　தྛ　ݑࠀ
٢཯　ɿ୅දऔక໾　Ԭ෦چ　　　　　　　　　　　　　　

　　˓༗ݶձࣾ建ஙઃࣄܭ຿ॴୈҰ工๪
　　　୅දऀมߋ　　　　　　৽ɿ୅දऔక໾　ଜ্　ཅ༞
広ࠀ　ɿऔక໾　　　ଜ্چ　　　　　　　　　　　　　　

　　˓̩̖̾Ұڃ建ங࢜ࣄ຿ॴ
　　　ొ࿥ਃ੥ऀ・ࣄ຿ॴॴࡏ஍มߋ　　　৽ɿ˟732�0031　広島ࢢ౦۠അ໦3ஸ໨4�6
౦۠അ໦3ஸ໨17�18ࢢɿ˟732�0031　広島چ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

຿ॴࣄܭձࣾϢχオン建ஙઃࣜג˓　　
　　　୅දऀมߋ　　　　　　৽ɿ୅දऔక໾　໔ా　࿨ݑ
ݑɿ୅දऔక໾　஛ా　ਖ਼چ　　　　　　　　　　　　　　

　　˓େ࿨リースࣜגձࣾ広島支店Ұڃ建ங࢜ࣄ຿ॴ
　　　ొ࿥ਃ੥ऀॴࡏ஍มߋ　৽ɿ˟541�0041　େࢢࡕதԝ۠๺඿4ஸ໨1�1
2ஸ໨1�36ڮதԝ۠೶ਓࢢࡕɿ˟540�0011　େچ　　　　　　　　　　　　　　

౦۠ೋ༿ͷཬ3ஸ໨3�3ࢢ৽ɿ˟732�0057　広島　　　ߋ஍มࡏ຿ॴॴࣄ　　　
੢۠ೇ໦ொ3ஸ໨1�40ࢢɿ˟733�0002　広島چ　　　　　　　　　　　　　　

　　˓広੒建ઃࣜגձࣾҰڃ建ங࢜ࣄ຿ॴ
　　　ొ࿥ਃ੥ऀ・ࣄ຿ॴॴࡏ஍มߋ　　　৽ɿ˟732�0057　広島ࢢ౦۠ೋ༿ͷཬ3ஸ໨3�3
౦্۠େਢլொ1�1ࢢɿ˟732�0056　広島چ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ձࣾアドάリーンࣜג˓　　
　　　ొ࿥ਃ੥ऀ・ࣄ຿ॴॴࡏ஍มߋ　　　৽ɿ˟733�0002　広島ࢢ੢۠ೇ໦ொ1ஸ໨4�12
ೆ۠தਢ1ஸ໨14�10ࠤ҆ࢢɿ˟731�0121　広島چ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

຿ॴࣄ建ங࢜ڃձࣾ໌࿨ೋࣜג˓　　
　　　ొ࿥ਃ੥ऀ・ࣄ຿ॴॴࡏ஍มߋ　　　৽ɿ˟720�2124　෱ࢢࢁਆลொେࣈ઒ೆ714�1
઒ೆ1549�1ࣈਆลொେࢢࢁɿ˟720�2124　෱چ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ηンλーܭ౦෦ઃݝಉ૊߹広島ڠ˓　　
　　　୅දऀมߋ　　　　　　৽ɿ୅දཧࣄ　౻Ҫ　ଠ࿠
೭ܒ　ڮ∁　ࣄɿ୅දཧچ　　　　　　　　　　　　　　
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ձࣾ෰஍ͷ͸Βͩࣜג˓　　
ձࣾ෰஍ͷ͸Βͩࣜג৽ɿ　　　　ߋ຿ॴ໊শมࣄ　　　
","ɿ:65چ　　　　　　　　　　　　　　 "SDIJUFDU�"TTPDJBUFT

Ҵా1ஸ໨16�38�202ૣాڇ౦۠ࢢ৽ɿ˟732�0062　広島　　　ߋ஍มࡏ຿ॴॴࣄ　　　
֊Ϗϧ5ాݪொ6�9ୈ三ݢத۠ന島۝ࢢɿ˟730�0003　広島چ　　　　　　　　　　　　　　

　ʢࢍॿձһʣ
ձࣾリノϕーτϑΝーϜࣜג˓　　
ഢָ۠ʑԂ3ஸ໨2�19ࠤࢢ৽ɿ˟731�5136　広島　　　ߋ஍มࡏ຿ॴॴࣄ　　　
֊Ϗϧ2ػ੢۠ԣ઒2ஸ໨12�3広ࢢɿ˟733�0011　広島چ　　　　　　　　　　　　　　
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編　集　後　記

　കӍ͕໌͚ɺຊ֨తͳՆͷ๚Εͱͱ΋ʹ͍͠ݫॵ͕͞ଓ͍͓ͯΓ·͢ɻձһͷօ༷ʹ͓͔Ε·ͯ͠

͸ɺ͓มΘΓͳ͘͝׆༂ͷ͜ͱͱ͓ܚͼਃ্͛͠·͢ɻ

　ͯ͞ɺઌൠ։͞࠵Ε·ͨ͠ఆ࣌૯ձʹ͓͖·ͯ͠໾һվબ͕ߦΘΕɺ૔ా৽ձ௕Λ͸͡Ίͱ͢Δ৽
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　　　　　　　　　 ＴＥＬ（082）221－0600
　　　　　　　　　 ＦＡＸ（082）221－8400
　　　　ホームページアドレス　https://h-aaa.jp/
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印刷所　株式会社インパルスコーポレーション
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　　　　　　　　　 ＴＥＬ（082）878-6000
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・システム建築メタルビル
・柱脚（ベースパック）
・杭　工　事

株 式 会 社 オ リ デ

人、街、そして笑顔を共に創る

広島支店

〒731-4311 広島県安芸郡坂町北新地４丁目2番30号

TEL．082-885-3411 FAX．082-885-3400

本 社 ／ 広島県尾道市東尾道4番地1

支 店 ／ 尾道・広島・福山・岡山・山口

営業所／ 松山・備北・山陰・鳥取・東京・福岡

Web ／ https://amano-web.co.jp/

建設資材の総合販売及施工

〇杭 地 業：既製杭・鋼管回転埋設杭・地盤改良・地質調査

場所打杭・各種認定工法・杭引抜工事・土留工事

〇外 装 工 事：ＡＬＣ(旭化成建材)・押出成形セメント板(ノザワ)

ラムダ(神島化学工業)

窯業系サイディング(KMEW・ニチハ)・屋根工事

〇住 設 工 事：ユニットバス・キッチン・洗面化粧台(タカラ・TOTO・LIXIL他)

介護用ユニットバス(積水ホームテクノ・大和重工)

〇その他工事：日鉄物産システム建築・大断面集成材構造

人工木材(ウッドデッキ・ルーバー)・プール・エレベーター

〇外 構 工 事：膜屋根・アルミハニカムパネル・雨水貯溜槽・駐車場緑化

ＣＯ２対策型コンクリート製品・ストリートプリント

フェンス・門扉(引戸)・シェルター(通路上屋・駐輪場)
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❒❒ 広広告告料料((税税込込))

３．原稿は、希望掲載月の前の月の１０日までにご提出ください。

会　員

会員：（一社）広島県建築士事務所協会の正会員及び賛助会員

サイズ 1/4 1/2 １ページ

会員外 会員外会　員

6,600白　黒 33,00019,800

カラー 49,50033,000

申込者 会　員 会員外

大きさ
A4サイズの約1/4 A4サイズの約1/2 A4サイズ(縦)に入るもの

約６０mm×約１６５mm 約１２０ｍｍ×約１６５ｍｍ 約２５０ｍｍ×約１６５ｍｍ

備　考 年６回継続契約 1回あたり 1回あたり

【おねがい】１．申込書は、希望掲載月の前の月の５日までにご提出ください。

２．原稿は、申込者が作成してください。

広広告告申申込込書書　　

お申込者(社名) 令和　　　　年　　　　月　　　　日申　込　日

ご　住　所

担当者ご氏名

Ｔ　Ｅ　Ｌ Ｆ　Ａ　Ｘ

□ 6　回 □ 5月 □ 3月□ 1月□ 11月□ 9月□ 7月

□ 白黒 □ カラー

e-mail

広告の名称（表題）

広告サイズ □ 1/4 □ 1/2

【お問合先・お申込先】　　（一社）広島県建築士事務所協会　　〒730-0013  広島市中区八丁堀5-23オガワビル２階
 電話　082-221-0600      ＦＡＸ　082-221-8400    Ｅメール　info@h-aaa.jp

　　　会会報報誌誌発発行行時時のの広広告告チチララシシややパパンンフフレレッットトのの有有料料折折込込

毎月の会報発行時に貴社の広告チラシや製品パンフレット等を有料で同封いたします！
受付可能なサイズ等、詳しくは事務局までお気軽にお問い合わせください。

折込料（税込）：会員　１１，０００円/１回／会員外　３３，０００円/１回

11,000

11,000

16,500

13,200 22,000

22,000 33,000

希望掲載月
※１／４サイズは、年６回の継続契約となります

広告料金額

※広告の希望欄に✓を付けてください。

□ １ページ

カ ラ　ー

会報誌への広告掲載を募集しています

随時募集

隔月

【おねがい】



2026年度版

〈建築家賠償責任保険〉

建築士事務所 賠償責任保険
日事連

POINT 1

POINT 2

POINT 3

会 員 限 定

この広告は「日事連・建築士事務所賠償責任保険（建築家賠償責任保険・請負業者賠償責任保険・サイバーリスク保険）」の概要についてご紹介
したものです。保険の内容は日事連・建築士事務所賠償責任保険パンフレットをご覧ください。詳細は別冊に記載の保険約款によりますが、ご不
明点がありましたらテクトサービスにおたずねください。

建賠保険は建築士事務所を賠償事故からお守りする保険です。

25TC-003540  2025年11月作成

好
  評

建築士事務所のお悩み解決をサポートします！
施主とのトラブルや従業員とのトラブル・・・

弁護士相談 サービス無料 株式会社 テクトサービス
日事連・建築士事務所賠償責任保険  取扱指定代理店

TEL.03-3551-6633(建賠保険専用ダイヤル)
（旧社名：有限会社日事連サービス）

〈幹事引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社〉

① 対象建築物の賠償補償（設備機能不発揮や地盤沈下も対象）
② 対人賠償補償　③ 対物賠償補償　④ 情報漏えい賠償補償   

① 省エネ基準の適合義務化に対応   
② ４号特例の見直しにも対応（新2号・新3号も対象）

壊れる前に発見した瑕疵の修補費用（改善費用を含む）を補償

４つの賠償補償に対応

2025年4月の法改正に対応

瑕疵の修補費用に対応（損害拡大防止補償特約）








